
公益財団法人徳島県市町村振興協会 編集・発行

松茂町マスコットキャラクター「松茂係長」

阿
波
の
自
治

阿
波
の
自
治

2020
Vol.97



トピックス

　吉野川市　　吉野川市民プラザ整備事業　　……………………………………　26

　上 勝 町　「ゼロ・ウェイスト宣言」2020年達成に向けた歩み　　……　28

特
集
2

阿波の自治　２０２０ Vol.97

巻
頭
言

2

16

藍住町長　髙　橋　英　夫

地
方
自
治
雑
感

22

徳島県のデジタル化に向けた取組

　佐　光　正　夫

豊かな自然と人の絆を千年にわたり受け継ぐ〝むら〟・佐那河内村
　～次の千年に向けた持続可能な村づくり～

佐那河内村副村長　小　原　広　行

CON T E N T S

ひととくらしに愛！あいずみ
　　　　～この町の未来に挑戦～

CON T E N T S

特
集
１

５
消費者庁新未来創造戦略本部について

　日下部　英　紀

24 研修生OBレポート

三好市の財政状況について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三好市企画財政部財政課主任　秋　田　宗　誉　……　24

市
町
村
情
報

新未来創造戦略本部次長
消費者庁審議官

徳島県政策創造部地方創生局
Society5.0推進課長



1　2020.12 AWA no JICHI No.97

実
務
コ
ー
ナ
ー

30 地方債制度の概要について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村課主事（企画財政担当） 岸　本　恵　里　……　30
　

新型コロナウイルス感染症の影響による地方公共団体の資金繰りへの対応について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村課主事（企画財政担当） 吉　田　海　佑　……　34
　

地方財政計画と市町村普通会計当初予算の概要について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町村課主事（企画財政担当） 岩　野　将　大　……　38
　

マイナポイント事業と県版プレミアムポイント事業について

　　　　　　　　　　　　　　　　Society5.0推進課主事（情報企画担当） 中　川　健　人　……　42

こちら編集部　……　46

公益財団法人徳島県市町村振興協会 編集・発行

阿
波
の
自
治

阿
波
の
自
治

2020
Vol.97

１

3

2

4

5

■表紙写真　松茂町

　１　UHー1J（陸上自衛隊 北徳島分屯地 第14飛行隊 提供）

　２　TCー90（海上自衛隊 徳島教育航空群 提供）

　３　松茂町の花「松葉菊」

　４　「傘の舞い」笹木野春日神社・秋祭り

　５　日本最大の昇開橋（道路橋）「加賀須野橋」

松茂町役場

松茂町



巻

頭

言

2020.12 AWA no JICHI No.97　2

　
藍
住
町
は
、
昭
和
三
十
年
の
藍
園
村
と

住
吉
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、
総
面
積

は
約
十
六
平
方
キ
ロ
、
県
内
で
も
三
番
目

に
小
さ
な
町
で
す
。
し
か
し
、
他
に
は
な

い
特
色
と
将
来
に
向
け
た
大
い
な
る
可
能

性
を
有
す
る
町
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。藍

作
・
蒅
づ
く
り
の
復
活

　
藍
住
町
は
吉
野
川
と
旧
吉
野
川
に
囲
ま

れ
た
肥
沃
な
土
地
と
温
暖
な
気
候
、
さ
ら

に
は
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
知
恵
に
よ

り
、
阿
波
藍
の
産
地
と
し
て
繁
栄
し
、
そ

の
後
、
化
学
染
料
の
輸
入
に
よ
り
藍
産
業

は
衰
退
し
ま
し
た
が
、
藍
染
め
の
伝
統
と

技
術
は
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
藍
作
、
蒅
づ
く
り
は

途
絶
え
て
久
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　
何
と
言
っ
て
も
、
全
国
の
自
治
体
の
中

で
「
藍
」
の
名
を
冠
す
る
の
は
藍
住
町
だ

け
。
町
名
に
か
け
て
も
何
と
か
藍
作
を
復

活
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
抱
い
て

お
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
早

速
、
全
国
の
藍
に
関
心
の
あ
る
人
を
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
採
用(

現
在
は
五

名)

。
葉
藍
の
栽
培
か
ら
蒅
づ
く
り
を
一

か
ら
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、
勝
瑞
城

跡
休
憩
所
に
寝
床
、
作
業
場
、
染
場
を
整

備
し
、
つ
い
に
昨
年
十
二
月
に
念
願
の
藍

住
町
産
蒅
二
十
俵
が
完
成
し
ま
し
た
。
今

年
は
更
に
栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
昨
年
以

上
の
蒅
を
生
産
す
る
予
定
で
す
。

　
加
え
て
、
町
民
の
皆
様
が
藍
を
通
じ
て

世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る
拠
点
「
藍
工

房(

仮
称)
」
を
、
作
業
場
等
に
隣
接
す
る

形
で
整
備
中
で
あ
り
、
観
光
客
を
中
心
に

体
験
と
歴
史
を
学
べ
る
拠
点
「
藍
の
館
」

と
併
せ
、
二
眼
レ
フ
構
想
で
藍
の
振
興
を

図
り
ま
す
。 

日
本
遺
産
の
認
定

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
五
月
に
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

ひ
と
と
く
ら
し
に
愛
！
あ
い
ず
み

　
　
　
　
〜
こ
の
町
の
未
来
に
挑
戦
〜

髙
　
橋
　
英
　
夫

ひ
と
と
く
ら
し
に
愛
！
あ
い
ず
み

　
　
　
　
〜
こ
の
町
の
未
来
に
挑
戦
〜

藍
住
町
長

町産の蒅づくり

日本遺産認定授与式
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藍
に
関
す
る
資
源
や
文
化
・
歴
史
を
有

す
る
県
内
九
市
町
共
同
で
文
化
庁
に
申
請

し
て
い
た
「
阿
波
藍
の
ス
ト
ー
リ
ー
」
が

見
事
、「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

  

日
本
遺
産
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や

特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を

語
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
そ
れ
を
構
成
す
る

魅
力
あ
る
文
化
財
群
を
総
合
的
に
整
備
・

活
用
す
る
と
と
も
に
国
内
外
へ
強
力
に
発

信
す
る
も
の
。
県
内
で
は
平
成
二
十
七
年

に
認
定
さ
れ
た
「
四
国
遍
路
」
以
来
二
件

目
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
関
係
市
町
等
で
構
成
す

る
「
藍
の
ふ
る
さ
と
阿
波
魅
力
発

信
協
議
会
」
に
お
い
て
、
情
報
発

信
や
人
材
育
成
、
調
査
研
究
、
公

開
活
用
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

こ
れ
ま
で
も
、
本
町
で
は
藍
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
「
イ
ン

デ
ィ
ゴ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
特

色
あ
る
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
新
た
な
展
開
を
迎
え
る
藍
の

魅
力
発
信
に
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

 
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
完
成

　
文
化
は
我
々
の
生
活
に
潤
い
や

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
文

化
は
時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
る
も
の
で

も
あ
り
、
そ
の
時
代
に
新
た
に
創
造
さ
れ

る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
三
日
、
待
望
の
「
藍
住
町

総
合
文
化
ホ
ー
ル
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
し
、
開
館
記
念
式
典
、
こ
け
ら
落
と
し

公
演
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
世
代
間
、
地
域
間
交
流
を
促
す

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
敷
地
面
積
九
、
〇
二

二
㎡
、
延
床
面
積
五
、
一
二
三
㎡
、
客
席

数
六
三
三
席
の
大
ホ
ー
ル
に
加
え
、
小

ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
マ
ル
チ
ル
ー
ム
、

会
議
室
等
も
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

  

も
ち
ろ
ん
、
単
に
文
化
ホ
ー
ル
と
し
て

の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
合
同
庁
舎
の
周
辺
に
は
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
町
民
会
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
が
集
積
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま

維
持
す
る
に
は
、
改
修
経
費
や
管
理
費
で

多
大
な
行
政
コ
ス
ト
が
発
生
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
施
設
・
機
能
を
文

化
ホ
ー
ル
と
一
体
的
に
再
編
・
整
備
し
、

複
合
公
共
施
設
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
時
に
町
合
同
庁

舎
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
災
害

対
策
本
部
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
防
災

設
備
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
要
配
慮
者

が
避
難
で
き
る
福
祉
避
難
所
に
も
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

と
し
て
、
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
客
席
数
を
制
限
し
た
運
用

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
是
非
、
町

内
外
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
と

　
　
こ
れ
か
ら
の
藍
住
町

　
昭
和
六
十
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

藍
住
町
の
人
口
は
二
二
、
六
一
九

人
で
し
た
が
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
増

え
続
け
、
平
成
二
十
七
年
の
国
勢

調
査
で
は
三
四
、
六
二
六
人
、
三

十
年
の
間
に
約
一
万
二
千
人
、
率

に
し
て
五
三
％
の
人
口
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
現
在(

令
和
二
年
十

月
末)

は
、
三
五
、
四
四
一
人
と

巻頭言　ひととくらしに愛 ! あいずみ　〜この町の未来に挑戦〜

インディゴコレクション

文化ホール外観
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な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
地
方
創
生
」
で
は
、
定
住
人
口
が
重
要

な
Ｋ
Ｐ
Ｉ(
目
標)

で
あ
り
、
藍
住
町
も

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
三
六
、
〇
〇
〇

人
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
は
定
量
的
な
定
住
人
口
を

最
終
目
標
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
や
は
り

町
民
の
皆
様
が
、
例
え
ば
「
子
育
て
が
し

や
す
い
」「
健
康
で
生
涯
現
役
で
活
躍
で

き
る
」「
文
化
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

取
り
組
め
る
」「
災
害
時
に
も
安
心
」
と

い
っ
た
具
合
に
、
お
一
人
お
一
人
が
「
本

当
に
藍
住
町
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
大

切
な
こ
と
で
あ
り
、
町
政
運
営
の
根
幹
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
感

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
人
口
維
持
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
藍
住
町
は
宅
地
開
発
と
大
規
模

商
業
施
設
の
集
積
等
に
よ
り
発
展
し
た
、

い
わ
ゆ
る
郊
外
型
の
町
で
す
が
、
単
に
住

宅
の
集
積
地
で
は
な
く
、
四
キ
ロ
四
方
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
エ
リ
ア
に
、
住
居
、
行
政
、

教
育
、
医
療
、
福
祉
、
文
化
な
ど
生
活
に

必
要
な
諸
機
能
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　
従
前
か
ら
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

い
う
概
念
は
、
郊
外
へ
の
拡
大
を
抑
制
し
、

中
心
市
街
地
の
再
生
や
都
市
回
帰
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
郊
外
で
発
展
し
た
町

そ
の
も
の
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
な
っ

て
い
く
、
そ
れ
が
藍
住
町
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
　
　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

  

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、
今
年

度
か
ら
小
学
校
で
の
英
語
の
教
科
化
や
中

学
校
、
高
校
で
の
英
語
教
育
の
充
実
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
が
大
い
に
期
待
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
英
語
は
あ
く
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
で
あ
っ

て
、「
何
を
表
現
す
る
か
」「
相
手
に
何
を

伝
え
る
か
」
が
最
も
大
切
で
す
。

　
海
外
に
行
っ
た
場
合
、
現
地
の
人

か
ら
「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」「
あ
な
た

の
考
え
は
？
」
と
い
っ
た
こ
と
を
よ

く
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
自

分
の
考
え
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は

普
段
か
ら
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　「
藍
住
町
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
ど

ん
な
生
活
を
し
て
い
る
？
」
と
聞
か

れ
た
時
に
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
は
、
是
非
、「
藍
住
町
は
こ
う

い
う
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
胸
を
張
っ
て

答
え
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。最

　
後
　
に

　
こ
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
時
点
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
第
三
波
と
い
う

べ
き
感
染
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
ま
さ
に

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
が
社
会
経
済
活

動
、
日
常
生
活
を
一
変
さ
せ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
や
地
域
経
済
や

暮
ら
し
へ
の
影
響
に
十
分
に
意
を
払
う
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
税
収
の
落
ち
込

み
が
確
実
視
さ
れ
る
中
で
の
町
政
運
営
な

ど
厳
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
状
況
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

  

目
の
前
の
危
機
に
対
応
し
つ
つ
も
、
十

年
、
二
十
年
先
の
町
の
あ
り
方
を
見
据
え
、

取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
は
果
断
に
挑
戦
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
課

せ
ら
れ
た
首
長
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

文化ホールでの「仲道郁代コンサート」

文化ホールでの「わろてな狂言会」



5　2020.12 AWA no JICHI No.97

１
　
は
じ
め
に

　
消
費
者
庁
　
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
（
以
下
「
戦
略

本
部
」
と
い
う
。）
は
、
消
費
者
行
政
新
未
来
創
造
オ

フ
ィ
ス
（
以
下
「
オ
フ
ィ
ス
」
と
い
う
。）
が
行
っ
て

き
た
徳
島
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

調
査
研
究
機
能
を
発
展
さ
せ
、
特
に
社
会
経
済
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
脆
弱
な
消
費
者
へ
の
対
応
等
、
消
費
者
行
政

が
直
面
す
る
先
進
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
た

め
、
恒
常
的
拠
点
と
し
て
令
和
二
年
七
月
三
十
日
、
徳

島
県
庁
舎
十
階
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
県
民
、
県

庁
、
自
治
体
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
の
御
協

力
に
よ
り
、
戦
略
本
部
を
無
事
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た

こ
と
、
ま
ず
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　「
阿
波
の
自
治
」
平
成
二
十
九
年
十
二
月
号
で
は
、

前
身
で
あ
る
オ
フ
ィ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
オ
フ
ィ
ス
に
お

け
る
取
組
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
戦
略
本
部
の
概
要

や
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
消
費
者
政
策
研
究
等
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
　
オ
フ
ィ
ス
の
取
組
と

　
　
戦
略
本
部
の
開
設

　
平
成
二
十
九
年
七
月
の
開
設
以
降
、
オ
フ
ィ

ス
で
は
徳
島
県
内
の
全
高
校
で
消
費
者
教
育
教

材
「
社
会
へ
の
扉
」
を
活
用
し
た
授
業
を
行
う

な
ど
、
他
の
都
道
府
県
の
モ
デ
ル
と
な
る
様
々

な
事
業
が
行
わ
れ
、
全
国
展
開
を
す
る
上
で
大

き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者

消
費
者
心
理
の
分
析
で
は
、
有
識
者
の
ご
指
導

の
も
と
、
徳
島
で
も
十
分
調
査
研
究
が
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
き
ま
し
た
。

　
オ
フ
ィ
ス
は
令
和
元
年
度
に
検
証
見
直
し
を

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
令
和
元
年

六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
基
本
方
針
２
０
１
９
」
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
、
戦
略
本
部
を
恒

常
的
な
拠
点
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
庁
新
未
来
創
造
戦
略
本
部
に
つ
い
て

　

日
下
部
　
英
　
紀

新
未
来
創
造
戦
略
本
部
次
長

消
費
者
庁
審
議
官
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３
　
国
際
消
費
者
政
策
研
究
セ
ン

　
　
タ
ー
の
新
設

　
消
費
者
政
策
の
中
核
的
な
研
究
部
門
と
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
化
な
ど
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
高

齢
化
の
進
展
等
に
よ
る
脆
弱
な
消
費
者
の
増
加
等
に
対

応
す
る
た
め
、
新
た
に
国
際
消
費
者
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
理
論
的
、

実
証
的
な
消
費
者
政
策
研
究
（
後
述
）
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
流
行
も

あ
っ
て
直
ち
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
海
外

の
研
究
者
や
研
究
機
関
等
と
連
携
し
た
国
際
共
同
研
究

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
九
月
に
徳
島
県
と
共
催

し
大
成
功
に
終
わ
っ
た「
Ｇ
20
消
費
者
政
策
国
際
会
合
」

の
レ
ガ
シ
ー
を
活
用
し
、
研
究
を
基
点
と
し
た
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
取
組
が
、
地
域
創
生
や
、
徳
島
の

世
界
へ
の
発
信
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

４
　
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
戦
略
本
部
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
に
引
き
続
き
徳
島
県
や

周
辺
の
地
域
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
実
証
実
験

や
調
査
・
研
究
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
、
各

施
策
実
施
に
つ
い
て
の
背
景
や
概
要
、
戦
略
本
部
で
行

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
針
等（
令
和
二
年
十
月
末
時
点
）

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
消
費
生
活
相
談
の
実
証
実
験

　
近
年
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
（
以
下
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
と
い
う
。）
の
利
用
が
増
加

す
る
一
方
、
若
者
を
中
心
に
、
消
費
生
活
相
談
の
主
要

な
受
付
方
法
の
一
つ
で
あ
る
電
話
が
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
利
用
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
成
年
年
齢
の
引
下
げ
（
令
和
四
年
）
に
よ
っ

て
知
識
や
経
験
の
乏
し
い
十
八
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
増
加
も
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
若
者
は
、

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
も
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
公
的
な

窓
口
に
相
談
を
し
な
い
傾
向
が
あ
り
、
若
者
の
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
防
止
・
救
済
に
向
け
た
取
組
の
推
進
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
消
費
者
庁
で
は
、
若

者
の
主
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
焦
点
を
当
て
、
い
じ
め
相
談
や
自
殺
相

談
と
い
っ
た
先
進
事
例
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
消
費
生

活
相
談
へ
の
対
応
と
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
更
に
検
証
・
検
討
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
活

用
し
た
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口
を
試
験
的

に
開
設
し
、
若
者
に
限
ら
ず
徳
島
県
内
及
び
広
島

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
来
年
一
月
ま
で

相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、
今
後
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相

談
に
係
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
ま
す
。
さ

ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
を
全
国
に
展
開
す
る
こ
と
で
、

若
者
を
は
じ
め
消
費
者
に
と
っ
て
活
用
し
や
す
い

相
談
体
制
を
構
築
し
て
消
費
生
活
相
談
の
ハ
ー
ド

ル
を
下
げ
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
の
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

〇
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
（
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
の
更
な
る
活
用

　
平
成
二
十
年
以
降
の
消
費
生
活
相
談
件
数
の
推

移
を
み
る
と
、
年
間
九
十
万
件
前
後
と
高
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
か
ら

相談用
二次元コード
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の
相
談
件
数
は
全
体
の
三
十
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
等
の
被
害
の
更
な
る
増
加
や
深
刻
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
、
高
齢
者
等
の
被
害
の
未
然
防
止
、
早
期
解

決
を
図
る
た
め
に
は
、
地
域
の
様
々
な
主
体
が
、
高
齢

者
等
を
見
守
り
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
仕
組
み
と
し
て
、
消
費
者
庁
で
は
、
消
費
者
安

全
法
に
基
づ
く
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
（
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
全
国
的
な
設
置
を
推
進
し
て
お

り
、
令
和
二
年
八
月
末
時
点
で
二
百
八
十
七
の
地
方
公

共
団
体
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
都
道
府
県

別
で
は
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
が
十
分
に

進
ん
で
い
な
い
地
域
も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一

層
の
設
置
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
消
費
者
庁
で
は
、
こ
れ
ま
で
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
徳
島
県
内
に
お
け
る
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
置
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
徳
島
県

で
は
県
や
県
内
市
町
村
の
積
極
的
な
取
組
も
あ
り
、

平
成
三
十
年
度
中
に
県
内
全
二
十
四
市
町
村
で
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
元
年
八
月
に
は
、
県
内
全
て
の
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
プ
ロ
セ
ス
等
を
ま
と
め
た

「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
（
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
設
置
事
例
集
　
ｉ
ｎ
　
徳
島
」
を
公

表
し
ま
し
た
。
こ
の
資
料
は
、
他
県
の
市
町
村
か

ら
も
設
置
の
際
の
参
考
に
な
る
と
の
お
声
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
等
を
被
害
か

ら
守
る
た
め
に
は
、
設
置
さ
れ
た
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
け
る
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
実
効

性
の
あ
る
見
守
り
活
動
が
地
域
の
隅
々
ま
で
広
が

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
戦
略
本
部
で
は
、

徳
島
県
と
県
内
の
市
町
村
と
連
携
の
上
、
障
が
い
者
・

支
援
者
等
へ
の
消
費
者
教
育
や
福
祉
部
局
と
地
域
協
議

会
と
の
連
携
等
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
取
組
を
今
年
度
の

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
県

内
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
の
更
な
る
充
実
・

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
先
進
事
例
の
構
築
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
先
進
事
例
が
全
国
の
地
方
公
共
団
体
の
参
考
と

な
り
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
置
促
進
及
び
実
効

性
の
あ
る
見
守
り
活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
で
、
将

来
的
に
、
地
域
で
暮
ら
す
一
人
一
人
の
高
齢
者
等
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
体
制
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

〇
特
別
支
援
学
校
向
け
消
費
者
教
育
教
材
等
の
制
作
と

試
行
・
検
証

　
消
費
者
庁
で
は
、
成
年
年
齢
引
下
げ
に
向
け
た
動
き

を
踏
ま
え
、
消
費
者
が
主
役
の
社
会
の
一
人
と
し
て
行

動
で
き
る
よ
う
な
自
立
し
た
消
費
者
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
平
成
二
十
九
年
三
月
に
消
費
者
教
育
教
材

「
社
会
へ
の
扉
」
を
作
成
し
、
全
国
の
高
等
学
校
等
に

お
い
て
「
社
会
へ
の
扉
」
を
活
用
し
た
授
業
を
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
も
、
本
教
材
を
活
用
し
た

授
業
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
障
が
い
の

あ
る
生
徒
に
配
慮
し
た
教
材
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
も
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
特
別
支

援
学
校
に
お
い
て
実
践
的
な
消
費
者
教
育
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
障
が
い
種
別
ご
と
の
特
性
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
教
育
上
の
配
慮
す
べ
き
点
を
整
理
し
、
特
別
支

援
学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
在
り
方
や
具
体
的
な

支
援
策
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
特
別
支
援
学
校
（
主
に
高

等
部
）
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
意

見
交
換
会
」を
開
催
し
、論
点
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
、
論
点
整
理
を
踏
ま
え
、
特
別
支
援
学
校

（
主
に
高
等
部
）
向
け
に
、
生
徒
の
障
が
い
に
配
慮
し

教
員
等
が
授
業
で
活
用
し
や
す
い
教
材
と
そ
の
活
用
方

法
を
ま
と
め
た
授
業
用
キ
ッ
ト
を
制
作
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
検
討
会
及
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催

し
ま
す
。
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検
討
会
で
は
、
主
に
消
費
者
教
育
や
特
別
支
援
教
育

の
有
識
者
の
委
員
の
方
に
、
教
材
等
に
盛
り
込
む
べ
き

内
容
や
障
が
い
の
あ
る
生
徒
に
対
し
て
配
慮
す
べ
き
事

項
等
に
つ
い
て
協
議
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
消
費
者
教
育

や
特
別
支
援
教
育
の
県
内
の
有
識
者
、
特
別
支
援
学
校

の
教
員
の
委
員
の
方
に
、
具
体
的
な
教
材
の
内
容
に
つ

い
て
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
二
年
八
月
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
会
を

四
回
程
度
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
三
回
程
度
開
催

し
、
徳
島
県
内
や
関
東
近
郊
の
特
別
支
援
学
校
で

の
試
行
、
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
三
年
三
月

末
を
目
途
に
教
材
の
完
成
、
報
告
書
の
取
り
ま
と

め
を
行
う
予
定
で
す
。

〇
子
ど
も
の
事
故
防
止

　
窒
息
や
溺
水
、
転
落
等
の
日
常
生
活
上
の
事
故

が
、
我
が
国
の
子
ど
も
の
死
因
の
上
位
を
占
め
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
消
費
者
庁
で
は
、「
子
ど

も
を
事
故
か
ら
守
る
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
子
ど
も
の
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
や
ツ
イ
ッ
タ
ー

の
配
信
、
注
意
喚
起
の
公
表
、
イ
ベ
ン
ト
や

地
方
公
共
団
体
等
を
通
じ
た
「
子
ど
も
の
事

故
防
止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
配
布
等
、
子
ど

も
の
事
故
防
止
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
い
、

保
護
者
を
始
め
と
す
る
関
係
者
に
、
積
極
的

に
事
故
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ

う
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
六
月
に
は
「
子
供

の
事
故
防
止
に
関
す
る
関
係
府
省
庁
連
絡
会

議
」
を
設
置
し
、「
子
ど
も
の
事
故
防
止
週
間
」

の
実
施
等
、
関
係
府
省
庁
と
連
携
し
た
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
平
成
二
十
九
年
七
月

か
ら
、
徳
島
県
内
の
医
師
会
、
助
産
師
会
、
子
育

て
支
援
団
体
等
の
関
係
機
関
で
連
携
す
る
「
子
ど

も
の
事
故
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
に
は
徳
島
県
内
の
保
護
者
、

出
産
予
定
夫
婦
及
び
保
育
士
を
対
象
と
し
た
子
ど

も
の
事
故
防
止
に
関
す
る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
①
保
護
者
の
事
故
防
止
対
策
の
実
施
率
向

上
に
お
け
る
、
事
故
に
対
す
る
知
識
・
認
識
の
普
及
・

啓
発
の
重
要
性
　
②
正
し
い
知
識
・
認
識
を
持
っ
て
い

る
割
合
は
総
じ
て
父
親
と
比
べ
母
親
の
方
が
高
い
こ
と
　

③
初
め
て
子
育
て
す
る
保
護
者
に
早
い
段
階
で
の
啓
発

が
有
効
で
あ
り
、
子
育
て
経
験
の
あ
る
保
護
者
に
対
し

て
も
し
っ
か
り
と
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
等
が
わ
か
り
、
分
析
結
果
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、

公
表
し
て
い
ま
す
。
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今
般
新
た
に
設
置
さ
れ
た
、
戦
略
本
部
に
お
い
て
も
、

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、

徳
島
県
内
で
乳
幼
児
の
父
親
を
対
象
と
し
た
、
効
果
的

な
啓
発
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
証
な
ど
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
育
っ
て
い
け
る

社
会
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
子
ど
も
の
事
故
防
止

に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

〇
食
品
売
場
に
お
け
る
期
限
切
れ
廃
棄
食
品
の
削

減
　
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
食
品
が
、
生
産
、
製
造
、
販
売
、
消
費

等
の
各
段
階
に
お
い
て
日
常
的
に
廃
棄
さ
れ
、
大

量
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス

問
題
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
消
費

者
等
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、
国
民
運
動
と
し

て
食
品
ロ
ス
の
削
減
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
元
年
十
月
に
「
食
品
ロ
ス
の
削
減

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
九

号
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
の
食
品
ロ
ス
量
は
年
間
六
百
十
二
万
ト
ン

（
事
業
系
は
約
三
百
二
十
八
万
ト
ン
、
家
庭
系
は

約
二
百
八
十
四
万
ト
ン
。
農
林
水
産
省
、
環
境
省

「
平
成
二
十
九
年
度
推
計
」）
で
す
。
政
府
は
、
令

和
十
二
年
度
（
国
連
に
よ
る
持
続
可
能
な
開
発
目

標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
最
終
年
度
）
ま
で
に
年
間
四
百
九

十
万
ト
ン
（
平
成
十
二
年
度
よ
り
半
減
）
ま
で
削

減
す
る
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
事
業
者
に
よ
る

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
に
は
、
小
売
業
や
外
食
業
に
お
け
る
事
業
者
の
取

組
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
一
人
一
人
が
主
体
的
に
取
り

組
む
社
会
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
徳
島
県
内
の
ス
ー
パ
ー
の

協
力
を
得
て
店
舗
を
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
期
限
表

示
の
正
し
い
知
識
や
日
本
の
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い

う
こ
と
ば
の
再
認
識
を
図
り
、
流
通
店
舗
及
び
家
庭
に

お
け
る
食
品
ロ
ス
削
減
に
繋
が
る
消
費
者
啓
発
の
効
果

的
な
モ
デ
ル
の
作
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
食
品
ロ
ス
の
現
状
」
並
び
に
「
家

庭
で
で
き
る
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
」
及
び
「
期
限
表

示
の
正
し
い
理
解
」
を
促
す
た
め
の
啓
発
資
材
（
ポ
ス

タ
ー
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
・「
も
っ
た
い
な
い
は
、
日
本
の
誇
り
」

ラ
ベ
ル
）
を
作
成
し
、
消
費
者
が
日
々
お
買
い
物
に
来

ら
れ
る
流
通
店
舗
に
お
い
て
、
十
月
三
十
日
か
ら
十
一

月
三
十
日
の
一
カ
月
間
に
直
接
消
費
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
届
け
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
行
動
変
容
を
検
証
い
た

し
ま
す
。

　
ま
た
、消
費
者
庁
が
実
施
す
る
「
賞
味
期
限
の
愛
称
・

通
称
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
受
賞
作
品
を
Ｐ
Ｏ
Ｐ
に
掲
載
し
、

親
し
み
や
す
い
賞
味
期
限
の
愛
称
・
通
称
の
普
及
も
行

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
一
定
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま

す
と
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
す
る
と
と
も
に
、
次
年
度

以
降
は
全
国
の
様
々
な
流
通
店
舗
で
も
取
り
組
め
る
よ

う
事
例
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定
で
す
。

〇
公
益
通
報
受
付
窓
口
（
市
区
町
村
）
及
び
内
部
通
報

制
度
（
事
業
者
）
の
整
備
支
援
並
び
に
公
益
通
報

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
検
討

　
不
正
に
関
す
る
通
報
を
是
正
に
つ
な
げ
て
い
く
公
益

通
報
は
、
事
業
者
の
リ
ス
ク
管
理
や
内
部
統
制
の
ツ
ー

ル
と
し
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
消
費
者

に
と
っ
て
も
安
心
安
全
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

つ
な
が
る
重
要
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
公
益
通

報
は
事
業
者
と
消
費
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
が
、
勇
気
を
持
っ
て
事
業
者
の
不
正
を
通
報
し
た
人

が
事
業
者
側
か
ら
通
報
を
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
解
雇

や
降
格
な
ど
の
不
利
益
を
被
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

公
益
の
た
め
に
内
部
の
不
正
な
ど
を
通
報
し
た
人
を
、

そ
の
よ
う
な
不
利
益
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
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た
公
益
通
報
者
保
護
法
が
平
成
十
八
年
四
月
に
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
戦
略
本
部
で
は
、
事
業
者
団
体
や
行
政
機
関
等
と
連

携
し
て
事
業
者
へ
の
公
益
通
報
者
保
護
制
度
の
導
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。
徳
島
県
内
の
事
業
者
団
体
で
あ
る

県
経
営
者
協
会
、
県
医
師
会
、
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
は
各
団
体
内
に
共
通
の
内
部
通
報
・
相
談
窓
口

を
設
け
、
会
員
企
業
等
か
ら
の
通
報
や
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
行
政
機
関
の
通
報
・
相
談
窓
口

に
つ
い
て
も
、
徳
島
県
内
全
て
の
市
町
村
に
通
報
相
談

窓
口
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
徳
島
県
以
外
の
四
国

三
県
に
つ
い
て
も
、
窓
口
設
置
促
進
に
も
着
手
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
公
益
通
報
の
実
効
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
窓
口
設
置
箇
所
へ
、
運
用
状
況
の
実
態
を
聞
く

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
研
修
の
支
援
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
通
報
者
に
と
っ
て
よ
り
通
報
し
易
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
通
報
後
に
不
利
益
な
取
り
扱
い
を
受
け
た

通
報
者
へ
の
救
済
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
利
用
等
）
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
の
六
月
に
公
益
通
報
者
保
護
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
従
業
員
数
が
三
百
人
を
超
え
る
事
業
者
に

対
し
、
内
部
通
報
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必

要
な
体
制
の
整
備
等
（
窓
口
設
定
、
調
査 

、
是

正
措
置
等
）
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
戦
略
本

部
で
は
、
こ
の
改
正
法
へ
の
対
応
を
行
う
事
業
者

や
地
方
公
共
団
体
へ
の
支
援
を
行
う
と
共
に
、
消

費
者
が
安
心
安
全
に
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に
な
る
よ
う
、
引
き
続
き

公
益
通
報
者
保
護
制
度
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〇
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
情
報
発
信
・
普
及

啓
発

　
近
年
、
多
種
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
機
器
・
サ
ー
ビ

ス
が
生
ま
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
「
新
し
い
生

活
様
式
」
が
実
施
さ
れ
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が

増
え
た
こ
と
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
間

の
増
加
な
ど
、
日
常
生
活
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
不
可

逆
的
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
便
利
な
機
能
も
正
し
く
活
用
し
な
け
れ
ば

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
社
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
・
サ
ー
ビ

ス
等
を
正
し
く
利
用
す
る
た
め
の
知
識
や
能
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、戦
略
本
部
で
は
、東
京
の
消
費
者
庁
の
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
、
効
率
的
・
効
果
的
に
情
報
を
届
け
る
た
め
、

徳
島
に
在
籍
す
る
職
員
の
能
力
を
活
か
し
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
な
ど
、
以
下
の
三
つ
の
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
利
用
者
が
多
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
で
す
。

速
や
か
で
正
確
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

ス
マ
ホ
利
用
者
の
八
割
以
上
が
使
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
「
消
費
者
庁
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
」
を
開

設
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
す
る
際
の
啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
作
成
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
介
し

た
取
引
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
根
付
き
つ
つ
あ
る
一

方
、「
注
文
し
た
商
品
が
届
か
な
い
」
な
ど
様
々
な
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
て
積
極
的
な
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
三
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
の
啓
発
用
教
材
の
開
発
で
す
。
特
に
、
令
和
四
年

の
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
知
識
や
経
験
の
少

な
い
十
八
歳
～
十
九
歳
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
徳
島
県
の
ご
協
力
を
得
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
・
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
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情
報
発
信
・
啓
発
活
動
に
よ
り
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
１
８
８
の
認
知
度
を
高
め
る
と
共
に
、
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
消
費
者
に
お
け
る
新
洗
濯
表
示
に
関
す
る
認
知
度
等

の
調
査

　
洗
濯
表
示
と
は
、
衣
類
の
タ
グ
等
に
記
載
さ
れ
て
い

る
衣
類
取
り
扱
い
表
示
記
号
の
こ
と
で
、
洗
い
方
や
乾

燥
の
仕
方
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
洗
濯
表

示
が
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
に
国
際

規
格
の
表
示
記
号
と
同
じ
記
号
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
従
来
の
国
際
規
格
の
表
示
記
号

は
、
日
本
独
特
の
洗
濯
習
慣
（
洗
濯
物
を
干

し
て
自
然
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
や
縦
型
洗
濯
機

の
使
用
等
）
に
合
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
た

め
、
日
本
で
は
独
自
の
洗
濯
表
示
を
定
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
衣
類
の
輸
入

が
増
え
る
な
ど
の
繊
維
製
品
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
規
格
の

改
正
提
案
を
行
い
、
提
案
を
反
映
し
た
国
際

規
格
が
発
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
内
の

洗
濯
表
示
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
国
内
外

で
表
示
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
海

外
製
品
の
取
り
扱
い
方
法
も
わ
か
り
や
す
く

な
り
、
利
便
性
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
消
費
者
庁
で
は
、
洗
濯
表
示
の
変
更
に
伴

い
、
新
し
い
洗
濯
表
示
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
す
ご
ろ
く
、
か
る
た
な

ど
の
広
報
資
料
を
作
成
す
る
ほ
か
、
講
師
派
遣
を
行
う

な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
表
示
の

変
更
か
ら
十
二
月
で
四
年
が
経
ち
、
衣
類
の
表
示
事
業

者
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
に
は
新
洗
濯
表
示
の
認

知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
消
費
者

に
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
る
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
徳

島
県
内
の
消
費
者
を
対
象
に
、
新
し
い
洗
濯
表
示
が
ど

の
程
度
認
知
さ
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
ま

す
。
さ
ら
に
複
数
種
類
の
啓
発
資
料
を
用
意
し
、
そ
れ

ら
が
洗
濯
表
示
へ
の
興
味
関
心
や
理
解
度
に
ど
の
よ
う

に
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
も
調
査
し
ま
す
。
啓
発
資
料

は
、
既
存
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
加
え
、
従
来
の
広
報
資

料
に
縛
ら
れ
な
い
新
し
い
形
状
の
も
の
を
作
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
啓
発
資
料
に
は
、
徳
島
県
の
協
力

を
得
て
、
地
域
性
を
加
味
し
た
も
の
も
作
成
し
、
方
言

な
ど
の
親
し
み
や
す
さ
が
与
え
る
効
果
に
つ
い
て
も
調

査
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
啓
発
資
料
を
用
い
た
調
査
の
分

析
結
果
を
も
と
に
、
よ
り
効
果
的
な
普
及
啓
発
手
法
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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〇
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
啓
発
資
料
の
作

成
（
改
訂
）

　
近
年
、
使
っ
て
い
な
い
モ
ノ
を
売
買
す
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
や
空
い
て
い
る
部
屋

を
貸
し
借
り
す
る
民
泊
等
、
活
用
可
能
な
資
産
と

そ
れ
を
使
い
た
い
個
人
等
を
結
び
付
け
る
、
い
わ

ゆ
る
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
呼
ば
れ
る

サ
ー
ビ
ス
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
普
及
に
よ
り
、

空
間
、
モ
ノ
、
個
人
の
ス
キ
ル
等
の
遊
休
資
産
が

活
用
さ
れ
、
社
会
全
体
の
生
産
性
の
向
上
や
、
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
消
費
生
活
相
談
は
近
年
増
加
し
て
お
り
、
利

用
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
が
取
引

に
不
慣
れ
な
個
人
で
あ
る
こ
と
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
場
合
に
は
当
事
者
間
で
の
解
決
が
原
則
に

な
る
こ
と
等
、
個
人
間
売
買
の
特
徴
を
理
解
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ

コ
ノ
ミ
ー
の
普
及
に
伴
い
発
生
す
る
消
費
者
問
題

を
早
期
に
発
見
・
分
析
し
、
消
費
者
が
安
全
・
安
心
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
平
成
三
十
年
度
に
利
用
状
況
等
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
徳
島
県
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
実
証
実

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、

内
閣
官
房
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
促
進
室
及
び
一

般
社
団
法
人
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
協
会
と
連
携

し
、
令
和
元
年
十
一
月
に
主
に
初
め
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
方
に
向
け
た
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
共
創
社
会

の
歩
き
方
　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
取

引
の
場
と
な
る
サ
イ
ト
や
ア
プ
リ
）
を
選
択
す
る
上
で

の
ポ
イ
ン
ト
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
別
に
実
際
に
あ
っ
た
相

談
事
例
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
の
未
然
防
止
策

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
う
新
し
い
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
等
、
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
る
状
況
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
各
分
野
で
特
有
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
や

未
然
防
止
策
等
を
更
新
・
追
加
す
る
な
ど
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
、消
費
者
の
皆
様
に
安
全
・

安
心
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
普
及

啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〇
消
費
者
志
向
経
営
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
）
の
推
進

　
消
費
者
庁
で
は
、
①
み
ん
な
の
声
を
聴
き
、
か
つ
い

か
す
こ
と
、
②
未
来
・
次
世
代
の
た
め
に
取
り
組
む
こ

と
、
③
法
令
の
遵
守/

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化
を
す
る
こ
と
、と
い
う
三
つ
の
活
動
か
ら
成
る「
消

費
者
志
向
経
営
」
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
持
続

可
能
な
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

各
事
業
者
が
取
り
組
む
こ
と
を
自
主
的
に
宣
言
・
公
表

し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
き
取
組
を
実
施
、
結
果
を
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
公
表
す
る
、消
費
者
志
向
自
主
宣
言
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
へ
の
参
加
も
促
し
て
い
ま
す
。

自
主
宣
言
事
業
者
の
取
組
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
戦
略
本
部
が
あ
る
徳
島
県
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十

九
年
に
地
方
で
初
め
て
徳
島
県
、
事
業
者
団
体
、
消
費

者
団
体
等
で
構
成
す
る
「
と
く
し
ま
消
費
者
志
向
経
営

推
進
組
織
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
同
推
進
組
織
と
の
連

携
の
結
果
、
徳
島
県
内
で
は
令
和
二
年
十
月
末
現
在
で

三
十
五
の
事
業
者
が
自
主
宣
言
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
庁
で
は
消
費
者
志
向
経
営
優
良
事
例
表

彰
で
事
業
者
の
優
れ
た
取
組
を
表
彰
し
て
お
り
、
令
和

元
年
度
は
地
方
、
か
つ
中
小
企
業
と
し
て
は
初
め
て
徳

島
県
の
株
式
会
社
広
沢
自
動
車
学
校
が
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
徳

島
県
で
は
中
小
企
業
を
中
心
に
消
費
者
志
向
経
営
が
根
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付
い
て
き
て
い
ま
す
。

　
戦
略
本
部
で
は
、
徳
島
県
で
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

徳
島
県
以
外
の
四
国
三
県
で
の
事
業
者
へ
の
消
費
者
志

向
経
営
の
促
進
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
、
ま
た
四

国
以
外
で
の
活
動
も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
消
費
者
庁
で
は
、
今
年
度
は
優
良
事
例
表
彰
の
評

価
軸
の
見
直
し
、
ま
た
来
年
度
は
消
費
者
基
本
計
画
に

基
づ
く
消
費
者
志
向
経
営
の
概
念
の
見
直
し
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
戦
略
本
部
で
も
歩
調
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

消
費
者
志
向
経
営
が
基
本
認
識
と
な
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
そ
し
て
消
費
者
志
向
経
営
を
実
践
し
て
い
る

事
業
者
が
、
消
費
者
を
含
め
多
様
な
人
々
か
ら
評
価
さ

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
消
費
者
志
向
経
営
の
促
進
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

５
　
国
際
消
費
者
政
策
研
究

　
先
述
の
通
り
、
国
際
消
費
者
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
高
齢
化
等
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
る
新
し
い
課
題
等
に
関
す
る
消
費
者
政
策
研

究
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
長
に
は
行

動
経
済
学
が
専
門
の
依
田
高
典
京
都
大
学
教
授
を

迎
え
た
ほ
か
、
経
済
学
や
心
理
学
、
法
学
等
の
専

門
的
な
知
見
を
持
つ
研
究
者
に
客
員
の
研
究
員
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
企

画
立
案
、
実
施
い
た
し
ま
す
。
以
下
で
は
、
同
セ

ン
タ
ー
で
行
う
消
費
者
政
策
研
究
等
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
（
研
究
の
内
容
は
令
和
二
年
十
月
末
時

点
に
お
け
る
予
定
の
も
の
で
、
変
更
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
）。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
地
方
の
消
費
者
の
消
費
行
動
の
変
化
及
び
最

適
な
情
報
発
信
に
関
す
る
研
究

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流

行
で
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
一
変
し
ま
し
た
。
特

定
の
物
資
不
足
、
外
出
自
粛
、「
３
密
」
回
避
な

ど
行
動
制
限
に
よ
り
、
日
常
の
生
活
か
ら
消
費
ま

で
、「
新
し
い
生
活
様
式
」
な
ど
の
行
動
変
容
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
世
界
的
な
流
行
が
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
何
で

し
ょ
う
か
。
正
し
い
情
報
だ
け
で
な
く
不
確
か
な
情
報

や
デ
マ
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
し
、
専
門
家
の
意
見
も

様
々
で
す
。

　
物
資
の
不
足
で
顕
著
と
な
っ
た
の
が
、「
マ
ス
ク
」「
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
で
す
。「
マ
ス
ク
」
は
、
海
外

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
報
道
機
関
か
ら
の
品
切

れ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
、
買
い
物
客
が
列
を
な
し
、

高
額
転
売
が
横
行
す
る
な
ど
の
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
」
は
、
ほ
と
ん
ど

が
国
内
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
在
庫
も
十
分
で
し
た
が
、

店
頭
で
は
、
品
切
れ
が
起
こ
り
ま
し
た
。
最
初
の
発
信

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
間
違
っ
た
情
報
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
害
や
感
染
症
の
拡
大
な
ど
の
非
常

時
に
お
い
て
、
な
ぜ
「
買
い
だ
め
」
や
「
品
不
足
」
が

毎
回
起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ど
の
よ
う
な
情
報
を
信

じ
、
そ
の
時
の
意
識
や
行
動
に
つ
い
て
、
知
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、「
品
不
足
」「
買
い
だ
め
」
が
防
げ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
災
害
や
感
染
症
の
拡
大
な
ど
の
非
常
時
に
備
え
て
、

平
時
に
行
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を
伝
え
て
、
非
常
時
で

も
慌
て
な
い
消
費
者
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　
令
和
二
年
度
は
、
生
活
協
同
組
合
と
く
し
ま
生
協
の

協
力
を
得
て
、
組
合
員
に
「
非
常
時
の
消
費
生
活
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
等
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
意
識
変
容
や
行
動
変
容
に
影
響

を
及
ぼ
す
か
を
調
査
・
研
究
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
が
多
い
の
は
、
首
都
圏
で
す

が
、
非
常
事
態
宣
言
時
に
感
染
者
の
少
な
か
っ
た
徳
島

で
は
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

意
義
の
あ
る
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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〇
認
知
症
の
消
費
者
の
消
費
行
動
等
に
関
す
る
調
査
研

究
　
令
和
元
年
六
月
に
策
定
さ
れ
た
「
認
知
症
施
策
推
進

大
綱
」
で
は
、
平
成
三
十
年
に
は
認
知
症
の
人
の
数
は

五
百
万
人
を
超
え
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
七
人

に
一
人
が
認
知
症
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
認
知
症

等
の
高
齢
者
に
関
す
る
消
費
生
活
相
談
件
数
（
ト
ラ
ブ

ル
の
当
事
者
が
六
十
五
歳
以
上
で
、
精
神
障
が
い
や
知

的
障
が
い
、
認
知
症
等
の
加
齢
に
伴
う
疾
病
等
、
何
ら

か
の
理
由
に
よ
っ
て
十
分
な
判
断
が
で
き
な
い
状
態
で

あ
る
と
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
が
判
断
し
た
も
の
）
は
、

年
間
九
千
件
程
度
で
高
止
ま
り
傾
向
を
示
し
、
そ
の
う

ち
、
契
約
者
と
相
談
者
が
異
な
る
相
談
は
約
八
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
庁
と
し
て
は
認
知
症
や
認
知
障
が
い
の
人
の

消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
に
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
消
費
行
動
特
性
や
消
費
者
被
害

や
ト
ラ
ブ
ル
等
の
実
態
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
消
費
者
被
害
や
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
消
費
者
取
引
の
場
面
で
の
認
知

症
等
の
消
費
者
の
消
費
行
動
特
性
等
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
と
は
、
脳
の
病
気
が
原
因
で
起
こ
る
も
の
で
、

認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ

た
状
態
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
機
能
の
低

下
は
、
意
思
決
定
の
場
面
で
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
、

情
動
的
に
対
処
し
や
す
い
こ
と
や
肯
定
的
な
情
報
に
注

意
が
向
き
や
す
い
こ
と
な
ど
の
認
知
の
バ
イ
ア
ス
が
生

じ
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
因
と
な
る
疾
患
に

は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
生
じ
や
す
い
消
費
者

被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
、
配
慮
す
べ
き
点
等
が
異
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
調
査
研
究
は
、
認
知
症
の
類
型
を
踏
ま
え
、
認
知

症
等
の
高
齢
者
の
消
費
行
動
特
性
に
関
す
る
医
学
・
心

理
学
等
の
専
門
的
知
見
を
集
約
整
理
し
、
実
際
の
消
費

生
活
相
談
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
関
連
付
け
、
消

費
者
取
引
等
に
お
け
る
認
知
症
等
の
消
費
者
の
行
動
特

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
結
果
次
第
で
は
高
齢
者
等
の
見
守
り
に
お
け
る
普

及
啓
発
や
消
費
生
活
相
談
対
応
等
に
お
け
る
消
費
者
被

害
防
止
の
た
め
の
留
意
点
（
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
）
の
作

成
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

〇
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
消
費
者
法
制
の
比
較
法
研

究
（
国
際
共
同
研
究
）

　
国
際
消
費
者
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者
庁
が

は
じ
め
て
設
置
す
る
研
究
部
門
で
あ
り
、
消
費
者
政
策

の
研
究
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
消
費
者
庁
の
新
た
な

国
際
的
な
業
務
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

同
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
く
諸
外
国
の
消
費
者
政
策

を
調
査
、
分
析
し
、
わ
が
国
の
消
費
者
問
題
の
解
決
の

一
助
と
す
る
た
め
の
国
際
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
が
落
ち
着
け
ば
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
比
較
法
研
究
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
の
消

費
者
法
制
の
比
較
法
研
究
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

研
究
を
行
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
Ｅ
Ｕ

諸
国
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
加
え
た
欧
米
諸
国
を

中
心
に
、
諸
外
国
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
消
費
者
法
政
策

に
つ
い
て
、
外
国
の
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
が
互
い

に
意
見
を
交
換
し
合
い
、
時
に
は
現
地
に
赴
き
、
調
査

し
現
地
の
研
究
者
と
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、
研
究
を

進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
中
で
、

デ
ジ
タ
ル
分
野
に
お
け
る
消
費
者
問
題
は
、
世
界
的
な

関
心
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
取
引
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
、
国
境
を
越
え
た
消
費
者
被
害
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
欧
米
諸
国
を
中
心
と
し
た
諸
外
国
で
は
、
わ
が
国
が

直
面
し
、
ま
た
今
後
直
面
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
デ

ジ
タ
ル
分
野
に
お
け
る
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
、
わ
が

国
と
は
違
っ
た
形
で
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
、
わ
が
国
に
は
な
い
よ
う
な
先
進
的
な
法

律
を
整
備
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
諸
外
国
の
議
論
や
消
費
者
法
制
度
を
わ

が
国
の
議
論
や
消
費
者
法
制
度
に
対
応
さ
せ
比
較
し
、

研
究
す
る
比
較
法
研
究
の
成
果
は
、
こ
れ
か
ら
わ
が
国

で
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
デ
ジ
タ
ル
分
野
の

消
費
者
法
制
度
に
お
け
る
基
礎
的
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
関
す
る
調
査
・
分
析

　
近
年
、
様
々
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
手
段
が
発

達
し
て
き
て
お
り
、
人
々
の
消
費
活
動
に
お
け
る
決
済

方
法
が
多
様
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
今
後
も
更
に
普
及
し
て
い
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

お
い
て
は
、
従
来
と
は
異
な
る
消
費
活
動
が
行
わ
れ
た

り
、
利
便
性
が
向
上
す
る
一
方
で
新
た
な
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
等
が
発
生
し
た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
、
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
今
後
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
ま
す
ま
す
普
及
し
主
流
に
な
っ
て
い
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く
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
情
報
へ
の
感
度
が
高
く
、

既
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
が
進
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
大
学
生
の
日
常
の
消
費
行
動
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
利
用
状
況
・
考
え
方
、
ト
ラ
ブ
ル
等
を
調

査
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
全
国
四
千
七
百
八
十
三

人
の
大
学
生
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
二
百
七
十
四
人

に
二
週
間
の
内
に
購
入
し
た
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
情

報
を
記
録
す
る
消
費
行
動
調
査
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
調
査
結
果
は
「
大
学
生
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
関
す
る
調
査
・
分
析
結
果
」
と
し
て
報
告
書
を
公

表
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
昨
年
度
に
取
り
ま
と
め
た
内
容
を
踏
ま

え
、
さ
ら
に
深
堀
り
す
る
た
め
に
調
査
を
行
う
予
定
で

す
。
昨
年
度
に
行
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
消
費
行

動
調
査
に
加
え
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
分
か
ら
な
い
部
分
を
調

査
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
考
え
て
い
る
テ
ー

マ
と
し
て
は
「
特
定
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
使
っ

て
い
る
理
由
」
や
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
使
い
方
」

が
あ
り
ま
す
。
普
段
「
な
ん
と
な
く
」
や
「
習
慣
」
で

行
っ
て
い
る
消
費
行
動
の
理
由
を
深
掘
り
す
れ
ば
面
白

い
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
大

学
生
の
意
識
や
消
費
生
活
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
併
せ
て
調
査
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇P
IO
-N
E
T

を
活
用
し
た
消
費
者
問
題
の
分
析

　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
全
国
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、
年
間
約
九
十
万
件
に
及
ぶ
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
様
々
な

消
費
生
活
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
消
費
生

活
相
談
の
情
報
は
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
都
道
府
県
、

政
令
指
定
都
市
及
び
市
区
町
村
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

や
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
結
ん
だ
、「P

IO
-N

ET

（
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）」
に
秘
匿
性
を
高
く
保
っ
た
状
態

で
、
記
録
・
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

　P
IO

-N
ET

は
、
昭
和
五
十
九
年
に
稼
働
が
開
始
さ
れ
、

こ
こ
に
蓄
積
さ
れ
た
相
談
情
報
は
、
全
国
の
消
費
生
活

相
談
窓
口
や
消
費
者
行
政
に
と
っ
て
の
共
有
デ
ー
タ
と

し
て
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
業

務
に
役
立
て
る
ほ
か
、
情
報
を
分
析
し
て
、
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
の
拡
大
防
止
や
未
然
防
止
の
た
め
の
消
費
者
政

策
の
企
画
立
案
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を

用
い
て
、P

IO
-N

ET

に
登
録
さ
れ
て
い
る
情
報
に
つ
い

て
、
消
費
者
被
害
の
傾
向
と
、
新
聞
報
道
な
ど
の
各
種

情
報
と
の
相
関
関
係
等
の
分
析
を
行
う
予
定
で
す
。

　
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
数
値
化
が
難
し
い
文

章
を
、
単
語
や
フ
レ
ー
ズ
に
分
解
し
、
特
定
の
表
現
の

出
現
頻
度
や
言
語
同
士
の
相
関
関
係
を
調
べ
、
量
的
分

析
を
行
う
方
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
問
題
点
を
見
出
し
た
り
、
様
々
な
要
素
や
要
因

の
結
び
つ
き
が
可
視
化
さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
内
容
に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト

マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
ど
の
よ
う
な
内
容
の
相
談
が
増
え
る
の
か
な
ど
、

時
系
列
に
よ
っ
て
相
談
内
容
や
数
の
変
化
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
同
様
の
出
来
事
が
生
じ
た
場
合
に
、
消
費
生

活
相
談
の
早
期
把
握
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
注
意
喚
起

を
行
っ
た
り
、
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
施
策
を
打
つ

こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
予
測
に
基
づ
く
消
費
者
施

策
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

６
　
結
び
に

　
こ
れ
ま
で
、
戦
略
本
部
の
成
り
立
ち
や
モ
デ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
調
査
研
究
等
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。
オ
フ
ィ
ス
設
立
時
は
、
徳
島
県
に
お
い

て
十
分
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
、
賛
否
両
論
の
声
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
、

全
国
の
消
費
者
の
利
益
に
資
す
る
高
い
成
果
を
作
り
出

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
戦
略
本
部
に
お
き
ま
し
て
も
、

恒
常
的
な
拠
点
と
な
っ
た
こ
と
で
オ
フ
ィ
ス
よ
り
組
織

規
模
も
大
き
く
な
り
、
よ
り
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
全
国
の
消
費
者
行
政
に
役

立
つ
成
果
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
あ
げ
、
将
来
を
先
取
り

す
る
よ
う
な
提
案
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
略
本
部
は
、
今
後
の
十
年
、
二
十
年
先
を
見
据
え

て
、
消
費
者
行
政
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
非
常

に
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
消
費
者
行

政
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
消
費
者
の
皆
様
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
、
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
※
掲
載
内
容
は
、
い
ず
れ
も
令
和
二
年
十
月
末
時
点
）
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１
　
は
じ
め
に

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
感
染
者
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
し
、
国
民
生
活
と
社
会
経
済
活
動
に
も
大
き
な
影

響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
収
束
が
見
通
せ
な
い
「W

IT
H

・

コ
ロ
ナ
社
会
」
に
お
い
て
は
、「
三
密
（
密
閉
・
密
集
・

密
接
）」
を
回
避
し
つ
つ
、
経
済
活
動
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ｗ
ｅ
ｂ
会

議
な
ど
を
活
用
し
た
「
新
し
い
生
活
様
式
・
ス
マ
ー
ト

ラ
イ
フ
」
が
「
新
た
な
日
常
（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
）」

と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
、
ひ
と
た
び
発
生
す
る
と
大
き
な
被
害

が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
生
じ
た
際
に
も
、
県
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
継
続
さ
せ
る
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
業
務
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、

５
Ｇ
、

ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
、
Ａ

な
ど
の
未

来
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
手
続
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
六
月
に
は
「
世
界
最
先

端
デ
ジ
タ
ル
国
家
創
造
宣
言
・
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進

基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
恩
恵
を
誰
も
が

享
受
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」

に
向
け
た
重
点
計
画
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
国
や
自
治
体
の
対

応
に
課
題
が
あ
っ
た
と
し
て
、
令
和
二
年
七
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
同
計
画
で
は
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
強
力
に
推
進
す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
少
子
高
齢
化
や
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
へ
の
対
応
な
ど
、
本
県
が
抱
え
る
様
々
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、

Ｃ
Ｔ
を
課
題
解
決
ツ
ー
ル
と

し
て
効
果
的･

積
極
的
に
利
活
用
す
る
た
め
の
指
針
と

し
て

｢
Ｃ
Ｔ
（
愛
し
て
）
と
く
し
ま
創
造
戦
略｣

を
、

官
民
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
を
図
る
た
め
の
推
進
計
画
と
し
て
「
徳
島
新
未

来
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
」
を
策
定
し
、
国
の

Ｃ
Ｔ

戦
略
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
全
国
的
に
も
先
進
的
な

取
組
を
継
続
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
こ
の
両
戦
略
を
統
合
し
、
デ
ジ
タ
ル
で
全

て
が
つ
な
が
る
社
会
へ
の
転
換
を
図
り
、「Society5

.0

」

を
通
じ
て
安
全
安
心
で
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
地
域
を

創
造
す
る
た
め
、
新
た
に

｢

デ
ジ
タ
ル
と
く
し
ま
推
進

プ
ラ
ン｣

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
に
は
、
今
後
五
年
間
で
県
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
施
策
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
組
は
、
日
進
月
歩
、
加
速
度

的
に
進
展
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
適
宜
見

直
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
現
時

点
で
の
方
向
性
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
状
況

　
総
務
省
令
和
元
年
通
信
利
用
動
向
調
査
に
よ
る
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
の
割
合
は
八
九
・
八
％
ま
で

増
加
し
て
お
り
、
特
に
六
～
十
二
歳
及
び
六
十
歳
以
上

の
年
齢
層
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
保
有
し
て
い
る
世
帯
の

割
合
は
八
三
・
四
％
ま
で
増
加
し
、
固
定
電
話
（
六
九
・

〇
％
）・
パ
ソ
コ
ン
（
六
九
・
一
％
）
を
保
有
し
て
い

る
世
帯
の
割
合
を
上
回
っ
て
お
り
、
年
齢
階
層
別
の
モ

バ
イ
ル
端
末
の
保
有
状
況
を
見
て
み
る
と
、
六
～
六
十

九
歳
の
各
年
齢
階
層
で
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
」
の
保
有

者
の
割
合
が
「
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
」
を
上
回
っ
て
お

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

徳
島
県
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
組

　

佐
　
光
　
正
　
夫

徳
島
県
政
策
創
造
部
地
方
創
生
局

Society5
.0

推
進
課
長
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３
　
目
指
す
べ
き
四
つ
の
社
会

　「
デ
ジ
タ
ル
と
く
し
ま
推
進
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
で
全
て
が
つ
な
が
る
社
会
へ
の
転
換
を
図
り
、

「Society5
.0

」
を
通
じ
て
安
全
安
心
で
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
地
域
を
創
造
す
る
た
め
、
次
の
四
つ
の
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
幅
広
い
分
野
で
の
目
標
達
成
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑴
　
安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
し
な
や
か
に
守
り
抜
く
社

会
　
・
防
災
力
の
向
上
・
着
実
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
・
医
療
・
福
祉
体
制
の
充
実

⑵
　
全
て
の
人
に
優
し
く
、
ス
マ
ー
ト
で
持
続
可
能
な

社
会

　
・
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　
・
ス
マ
ー
ト
な
環
境
対
策

　
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上

⑶
　
新
た
な
価
値
が
創
造
さ
れ
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
社
会

　
・
人
と
企
業
が
集
ま
る
地
域
づ
く
り

　
・
魅
力
あ
る
農
林
水
産
業
の
実
現

　
・
観
光
誘
客
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

⑷
　
人
材
を
育
み
、
誰
も
が
輝
く
自
己
実
現
可
能
な
社

会
　
・
教
育
・
人
材
育
成

　
・
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

４
　
取
り
組
も
う
と
す
る
重
点
戦
略

①
　
平
時
か
ら
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
災
害
情
報
の
共
有

　
◆
Ａ

を
活
用
し
た
津
波
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

や

ｏ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
避
難
訓
練

な
ど
を
推
進
す
る
。

　
◆
災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
利
用
機
関
数
、「
す

だ
ち
く
ん
メ
ー
ル
」
の
利
用
者
拡
大
に
努
め
る
。

　
◆
各
種
防
災
情
報
等
を「
総
合
地
図
提
供
シ
ス
テ
ム
」

等
を
用
い
て
、
県
民
に
広
く
情
報
提
供
を
行
う
。

　
◆
防
災
拠
点
等
へ
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
の
設
置
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
観
光
・

防
災
情
報
の
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
平
時
か
ら
使

い
や
す
い
も
の
に
し
て
い
く
。

　
◆
事
前
復
興
、
防
災
、
減
災
の
分
野
に
お
い
て
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
を
推
進
す
る
。

　
◆
消
防
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
Ａ

等
を
活
用
し
た
情
報
収
集
・
共
有
体
制
に
つ
い
て

検
証
す
る
。

　
◆
土
砂
災
害
防
止
の
た
め
に

ｏ
Ｔ
雨
量
計
を
設
置

し
、
地
域
住
民
や
市
町
村
に
情
報
を
提
供
す
る
。

　
◆
被
災
者
支
援
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
を
推
進
す
る
。

　
　
な
ど

②
　
イ
ン
フ
ラ
管
理
・
建
設
現
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
推
進

　
◆
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
発
電
所
等
の
高
所
・
危
険

箇
所
の
施
設
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
ド
ロ
ー
ン

操
縦
者
の
育
成
を
図
る
。

　
◆
建
設
業
に
お
い
て
、

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
施
工
管

理
を
実
施
す
る
工
事
等
を
試
行
し
、
効
果
を
検
証

す
る
。

　
◆

ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
及
び
Ａ

等
の
先
端
技

術
を
活
用
し
、
設
備
の
故
障
を
事
前
に
検
知
す
る

Ａ

異
常
予
知
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
効
果
を
検

証
し
、
水
力
発
電
所
の
業
務
効
率
化
や
他
設
備
へ

の
導
入
拡
大
を
検
討
す
る
。

　
◆
路
面
性
状
調
査
に
お
け
る
デ
ー
タ
解
析
に
Ａ

を

活
用
し
、
調
査
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
を
推
進

す
る
。

　
　
な
ど

③
　
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
、医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

　
◆
地
域
医
療
情
報
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
阿
波
あ
い

ネ
ッ
ト
」
の
機
能
拡
充
を
支
援
す
る
。

　
◆
５
Ｇ
を
活
用
し
た
４
Ｋ
高
精
細
映
像
・
画
像
の
伝

送
に
よ
る
病
院
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
遠
隔
医
療
を
推

進
す
る
。

　
◆
保
険
者
と
連
携
し
、
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
に
基

づ
く
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
状
況
や
活
用

に
関
す
る
情
報
を
医
療
機
関
に
提
供
し
、
使
用
を

働
き
か
け
る
。

　
◆
翻
訳
機
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
）
の
配
備
へ
の
支

援
や
外
国
人
患
者
受
入
医
療
機
関
リ
ス
ト
を
多
言

語
で
作
成
し
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開

す
る
。

　
◆
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」
を
活
用
し
た
県
民
主

体
の
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
す
る
。

　
◆
遠
隔
操
作
が
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ

ボ
ッ
ト
を
貸
与
し
、「
移
動
制
約
」
の
克
服
を
支
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援
す
る
こ
と
で
、
運
動
機
能
低
下
を
伴
う
難
病
患

者
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
。

　
◆
介
護
現
場
へ
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
加
速
化

す
る
。

　
◆
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
を
推
進
す
る
。

　
　
な
ど

④
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上

　
◆
電
子
化
可
能
な
手
続
を
掘
り
起
こ
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
拡
大
し
て
い
く
。

　
◆
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
な
ど
、
国
の
施
策
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
市
町
村
と
連
携
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
分
野
を
拡
大
し
て
い
く
。

　
◆
県
広
報
紙
の
電
子
化
を
強
化
し
、
時
代
に
即
し
た

県
政
情
報
発
信
を
行
う
。

　
◆
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
Ａ

要
約
し
、
県
公

式T
w

itter

に
ツ
イ
ー
ト
す
る
実
証
実
験
を
行
う
。

　
◆
「
と
く
し
ま
丸
ご
と
Ａ

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を

提
供
し
、
様
々
な
問
い
合
わ
せ
へ
の
自
動
回
答
を

行
う
。

　
◆
行
政
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
化
に
向
け
て
市
町
村
に

対
す
る
支
援
を
行
い
、
デ
ー
タ
活
用
を
促
進
す
る
。

　
◆
行
政
手
続
の
棚
卸
し
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
手

続
数
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
件
数
の
拡
大
を
図
る
。

　
◆
産
学
官
が
連
携
し
て
、
各
種
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

エ
ビ
デ
ン
ス
を
ベ
ー
ス
と
し
た
政
策
立
案
（
Ｅ
Ｂ

Ｐ
Ｍ
）
に
つ
な
げ
る
。

　
　
な
ど

⑤
　
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
◆
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
修
や
自
治
体
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
ラ
ウ
ド
の
運
用
を
行
う
。

　
◆
４
Ｋ
・
３
６
０
度
Ｖ
Ｒ
配
信
会
議
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
を
活
用
し
た
臨
場
感

の
あ
る
ラ
イ
ブ
会
議
等
、
５
Ｇ
の
活
用
事
例
や
体

感
機
会
の
創
出
を
図
る
。

　
◆
万
代
庁
舎
を
は
じ
め
県
内
各
所
に
お
い
て
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
環
境
を
整
備
す
る
。

　
◆
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
・
業
務
の
効
率
化
・
文
書
管
理

の
適
正
化
を
実
現
す
る「
電
子
決
裁
」や
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
の
推
進
に
よ
り
、「
ス
マ
ー
ト
県
庁
」

を
実
現
す
る
。

　
◆
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
利
用
部
署
や
適
用
業
務
の
拡
大
、
専

門
的
人
材
の
育
成
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

A
 I-O

C
R

の
本
格
導
入
を
図
る
。

　
◆
自
宅
か
ら
庁
内
シ
ス
テ
ム
に
つ
な
ぎ
、
業
務
に
従

事
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
。

　
◆
自
動
車
税
等
の
電
子
収
納
開
始
に
向
け
、
全
庁
的

な
電
子
収
納
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
税
外

収
入
に
つ
い
て
多
様
な
収
納
手
段
の
拡
大
を
図
る
。

　
　
な
ど

⑥
　
環
境
に
優
し
い
循
環
型
社
会
の
実
現

　
◆
産
学
民
官
金
に
よ
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
よ
り
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
促
進
す
る
。

　
◆
オ
フ
ィ
ス
や
家
庭
へ
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
Ｚ
Ｅ
Ｈ
等
の
導

入
を
支
援
す
る
。

　
◆
事
業
用
発
電
設
備
を
地
域
の
非
常
用
電
源
と
し
て

活
用
す
る
と
と
も
に
避
難
施
設
等
に
太
陽
光
発
電

設
備
や
蓄
電
池
を
設
置
す
る
な
ど
「
自
立
・
分
散

型
電
源
」
の
導
入
を
促
進
す
る
。

　
　
な
ど

⑦
　
利
用
し
や
す
い
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

　
◆
バ
ス
の
時
刻
表
や
路
線
情
報
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

化
す
る
。

　
◆

ｏ
Ｔ
、
Ａ

を
活
用
し
た
、
利
用
者
の
需
要
に

応
じ
て
乗
合
車
両
等
を
効
率
的
に
運
行
さ
せ
る
配

車
シ
ス
テ
ム
を
実
装
す
る
。

　
◆
交
通
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
用
い
て
、
交
通
量
の
変
化

を
予
測
し
、
渋
滞
緩
和
に
効
果
的
な
交
通
対
策
を

実
施
す
る
。

　
◆
道
路
工
事
規
制
情
報
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
用

を
促
進
す
る
。

　
◆
自
動
運
転
に
必
要
と
な
る
デ
ー
タ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
・
マ
ッ
プ
へ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
国
の
検

討
結
果
等
を
踏
ま
え
、
自
動
運
転
の
社
会
実
装
に

向
け
た
取
組
を
国
の
施
策
と
連
携
し
て
推
進
す
る
。

　
　
な
ど

⑧
　
地
域
の
強
み
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
、
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出

　
◆
「
Ａ

、

ｏ
Ｔ
、
５
Ｇ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
ロ
ボ
ッ
ト
」

の
研
究
開
発
事
業
を
対
象
と
す
る
助
成
メ
ニ
ュ
ー

を
創
設
し
、
関
連
企
業
の
本
県
へ
の
誘
致
を
推
進

す
る
。

　
◆
技
術
者
の
需
要
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
国
内
外

か
ら
の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
。

　
◆

ｏ
Ｔ
、
Ａ

の
技
術
を
活
用
し
、
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
現
場
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
高
付
加
価
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値
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
開
発
に
取
り
組
む
。

　
◆
「
Ｗ
ｅ
ｂ
」
と
「
リ
ア
ル
」
を
融
合
さ
せ
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
「
徳
島
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ

メ
ッ
セ
」
を
開
催
し
、
県
内
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
す
る
。

　
◆
産
学
官
金
言
の
連
携
に
よ
る
創
業
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
人
材
育
成
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

実
装
ま
で
を
一
体
的
に
支
援
す
る
。

　
◆
「
と
く
し
ま

ｏ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
利

活
用
や
、「
と
く
し
ま

ｏ
Ｔ
等
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
運
営
に
よ
り
地
域

ｏ
Ｔ
を
実
装
す
る
取

組
を
推
進
す
る
。

　
◆
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
環
境
」

を
整
備
し
、「
５
Ｇ
技
術
活
用
支
援
拠
点
」
と
し
て
、

県
内
企
業
へ
の
５
Ｇ
導
入
促
進
や
技
術
支
援
に
取

り
組
む
。

　
◆
日
本
で
唯
一
の
４
Ｋ
・
Ｖ
Ｒ
に
特
化
し
た
「
４
Ｋ
・

Ｖ
Ｒ
徳
島
映
画
祭
」
の
開
催
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

人
材
育
成
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
関
連
企
業
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
の
集
積
を
支
援
す
る
。

　
◆
本
県
公
共
デ
ー
タ
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
と
の
連
携
や
県
民
か
ら

の
ア
イ
デ
ア
取
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
。

　
◆
県
内
企
業
が
開
発
し
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
製
品
の
利
用
促
進
、

販
路
拡
大
を
支
援
す
る
。

　
◆
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
「
リ
ー
サ
ス
（R

ESA
S)

」

の
普
及
啓
発
・
活
用
実
践
を
推
進
す
る
。

　
◆
本
県
の
強
み
を
活
か
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
進
出
へ
の
支
援
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

高
機
能
化
や
有
効
活
用
を
通
じ
て
、
人
と
企
業
の

集
積
を
図
る
。

　
　
な
ど

⑨
　
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
推
進

　
◆
裸
地
や
新
植
地
に

Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
囲
い
わ
な

等
を
設
置
し
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
効
率
的
な
シ
カ

捕
獲
を
行
う
。

　
◆
農
業
生
産
に
お
い
て
、

ｏ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
栽

培
管
理
技
術
を
開
発
、
普
及
し
、
省
力
化
や
生
産

性
の
向
上
を
図
る
。

　
◆
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ロ
ー
カ
ル

５
Ｇ
基
地
局
を
設
置
し
、
遠
隔
診
断
に
よ
る
技
術

指
導
等
を
実
証
す
る
。

　
◆
「
施
設
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
お
い
て
、
施
設
園

芸
の
ス
マ
ー
ト
化
技
術
を
実
践
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
。

　
◆
森
林
所
有
情
報
や
土
地
の
境
界
情
報
な
ど
の
既
存

デ
ー
タ
の
３
Ｄ
化
を
推
進
し
、
路
網
計
画
や
施
業

計
画
策
定
の
省
力
化
を
図
る
。

　
◆
セ
ン
サ
ー
デ
ー
タ
の
共
有
・
活
用
に
よ
る
効
果
的

な
シ
カ
食
害
対
策
等
の
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
を
推

進
す
る
。

　
◆

ｏ
Ｔ
を
活
用
し
、漁
場
の
水
温
、塩
分
等
の
デ
ー

タ
を
漁
業
者
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
す
る
体
制

を
順
次
整
備
し
、
操
業
の
効
率
化
を
図
る
。

　
◆
Ａ

を
活
用
し
た
ベ
テ
ラ
ン
漁
業
者
の「
匠
の
技
」

を
共
有
す
る
た
め
、「
漁
海
況
予
測
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
に
取
り
組
む
。

　
　
な
ど

⑩
　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
、
魅
力
発
信
と
に
ぎ

わ
い
づ
く
り

　
◆
本
県
の
観
光
情
報
を
徳
島
県
観
光
情
報
サ
イ
ト

「
阿
波
ナ
ビ
」
な
ど
で
定
期
的
に
提
供
す
る
。

　
◆
オ
フ
ラ
イ
ン
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
も
対
応
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
創

出
す
る
。

　
◆
「
だ
れ
で
も
」「
無
料
で
」「
簡
単
に
」
利
用
で
き

る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

　
◆
多
言
語
音
声
翻
訳
ア
プ
リ
「V

oice T
ra

」
の
観
光

事
業
者
へ
の
普
及
を
図
る
。

　
◆
文
化
の
森
総
合
公
園
に
お
い
て
、高
精
細
画
像（
４

Ｋ
な
ど
）
や
Ｖ
Ｒ
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
等
の
手
法
を
新

た
に
取
り
入
れ
た
「
新
未
来
型
展
示
」
へ
の
再
構

築
を
行
う
。

　
　
な
ど

⑪
　「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
に
よ
る
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
機

会
の
創
出

　
◆
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
も
含
め
、
先
駆
的
な
「
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
」
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
。

　
◆
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
核
と
し
て
、
様
々
な
人
々
の

交
流
機
会
を
創
出
す
る
。

　
　
な
ど

⑫
　
学
び
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

　
◆
「
児
童
生
徒
一
人
一
台
端
末
」
や
「
高
速
大
容
量

の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
用
な
ど
、「
徳
島

県
Ｇ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
推
進
す
る
。
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◆
児
童
生
徒
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
を

推
進
す
る
。

　
◆
モ
デ
ル
校
に
お
い
て
普
通
教
室
に
可
動
式
常
設
電

子
黒
板
を
設
置
し
、
全
て
の
授
業
で
既
存
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
と
連
携
さ
せ
た
、
生
徒
の
理
解
を
深
め

る
授
業
を
実
践
す
る
。

　
◆
徳
島
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
高
校

情
報
の
教
員
免
許
保
有
者
等
を
対
象
と
し
た
研
修

を
行
う
。

　
◆
小
学
校
段
階
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
施

に
向
け
て
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職
員

の
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。

　
◆
中
央
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
５

Ｇ
環
境
を
構
築
し
、
訓
練
終
了
時
に
「
電
気
通
信

設
備
工
事
担
任
者
」
資
格
が
取
得
で
き
る
「
認
定

養
成
施
設
」
の
公
認
を
得
る
た
め
の
施
設
整
備
を

実
施
す
る
。

　
◆
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
訓
練
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
訓
練

を
受
講
で
き
る
よ
う
、
パ
ソ
コ
ン
や
モ
バ
イ
ル
端

末
等
の
整
備
を
進
め
る
。

　
◆
教
務
系
、
保
健
、
指
導
要
録
等
の
学
籍
、
学
校
事

務
等
の
機
能
を
あ
わ
せ
た
、
県
内
公
立
小
中
学
校

統
一
の
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
推

進
す
る
。

　
　
な
ど

⑬
　
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
支
援

　
◆
４
Ｋ
・
Ｖ
Ｒ
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
活
用
、
次
代

を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
の
取
組
を
推
進
す
る
。

　
◆
企
業
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
子
ど
も
で
も
楽
し

め
る
体
験
型
の
学
び
の
機
会
を
創
出
す
る
。

　
◆
幅
広
い
世
代
が
参
加
で
き
る
、
バ
ザ
ー
ル
形
式
の

イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
利
活
用
促
進
を
図
る
。

　
◆
Ｏ
Ｓ
Ｓ
開
発
技
術
者
の
育
成
支
援
や
企
業
団
体
間

の
交
流
機
会
の
拡
大
に
取
り
組
む
。

　
◆
教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
析
・
活
用
方
法
に
つ
い

て
研
究
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
意
欲
、
教
員

の
指
導
力
等
の
総
合
的
な
教
育
力
の
向
上
を
図
る
。

　
　
な
ど

⑭
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現

　
◆
徳
島
県
立
総
合
大
学
校
（
ま
な
び
ー
あ
徳
島
）
に

お
い
て
、
学
び
の
場
の
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

提
供
す
る
。

　
◆
県
民
や
関
係
団
体
な
ど
の
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

「
地
域

Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」
の
取
組
を
推
進
す
る
。

　
◆
高
齢
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
」
の
候
補
人
材
や

活
動
内
容
な
ど
を
検
討
し
、
制
度
の
普
及
を
図
る
。

　
◆
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
対
策
の
観
点
も
含
め
、

企
業
に
対
す
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
支
援
及
び
出

前
講
座
等
を
行
う
と
と
も
に
、
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
養

成
の
た
め
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
等
を
実
施
す
る
。

　
◆
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
と
利
便
性
向

上
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
さ
れ
る
情
報
や
機
能
を
利
用
で
き
る
環
境
整
備

を
推
進
す
る
。

　
　
な
ど

５
　
お
わ
り
に

　
近
年
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

デ
バ
イ
ス
が
普
及
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

手
段
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
は
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
等
を
通
じ
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
機
会
を
拡
大
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
で
は
、
令
和
元
年
五
月
に
「
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
」

が
成
立
し
、「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」「
ワ
ン
ス
オ
ン

リ
ー
」「
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
と
い
う
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
基
本
原
則
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
そ
の

重
要
性
と
課
題
が
明
白
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
の
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
早
急
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
も
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
令
和

三
年
三
月
か
ら
は
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
が
開
始

さ
れ
る
な
ど
、
今
後
、
利
活
用
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
な
る
普
及
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
県
で
は
、
国
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
呼
応

し
て
、「
徳
島
県
版
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実

施
し
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
方

が
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
対
象
と
な
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
最

大
八
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ
取
得
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是

非
こ
の
機
会
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。



村
を
支
え
る
住
民
自
治

　
佐
那
河
内
村
で
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
講
中
、
常
会
、

名
中
と
い
う
重
層
的
な
住
民
自
治
組
織
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

屈
す
る
こ
と
な
く
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

小
集
落
単
位
で
形
成
さ

れ
て
い
る
四
十
七
の
常

会
は
、
毎
月
下
旬
に
会

合
が
開
催
さ
れ
、
行
政

や
農
協
、
地
域
行
事
の

情
報
伝
達
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
の
合
意
形

成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
村

の
住
民
自
治
を
支
え
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
人
口
減
少
の

進
行
に
伴
い
、
全
国
で

地
域
に
お
け
る
共
助
の

支
え
合
い
体
制
の
弱
体

化
が
懸
念
さ
れ
、
公
共
私
の
連
携
・
協
働
の
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
「
地
域
の
絆
」
を
体
現
す
る
こ
れ
ら
の
住
民

自
治
組
織
を
次
の
世
代
へ
と
守
り
継
承
し
て
い
く
た
め
、

そ
の
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

新
た
な「
総
合
計
画
」と「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」

　
佐
那
河
内
村
で
は
、
令
和
二
年
四
月
、
住
民
満
足
度
調

査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
寄
せ
ら
れ
た
住
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
も
と
に
、
今
後
十
年
間
の
村
行
政
の
基
本
指
針
と

な
る
「
佐
那
河
内
村
総
合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
新
総
合
計
画
は
、村
の
目
指
す
将
来
像
の
テ
ー
マ
を「
豊

か
な
未
来
に
向
か
っ
て
　
つ
づ
く
む
ら
宣
言
　
さ
な
ご
う

ち
」
と
し
、
①
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
、
②
健
康

で
人
に
優
し
い
村
、
③
ひ
と
が
生
き
生
き
と
学
び
続
け
る

村
、
④
産
業
が
元
気
で
生
き
生
き
と
働
け
る
村
、
⑤
参
画

と
協
働
で
支
え
合
う
村
の
五
つ
の
施
策
体
系
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
村
に
し
か
な
い
恵
ま
れ
た
立

地
、
人
と
人
の
絆
や
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
や
文

化
、
豊
か
な
自
然
、
農
林
産
物
な
ど
の
地
域
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
次
の
千
年
に
向
け
た
「
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
総
合
計
画
の
取
組
を
進
め
る
一
方
、
村
で
は

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
全
国
を
上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で

進
行
し
て
お
り
、
今
後
も
こ
う
し
た
状
況
が
続
け
ば
、
令

和
七
年
に
は
二
、
〇
〇
〇
人
を
下
回
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
考

千
年
続
く
佐
那
河
内
村

　
佐
那
河
内
村
は
、
徳
島
市
の
西
南
約
一
六
キ
ロ
に
位
置

し
、
東
西
に
細
く
長
く
伸
び
、
総
面
積
は
四
二
・
二
八
㎢

で
す
。気
候
は
温
暖
で
、美
し
い
自
然
や
山
々
に
寄
り
添
っ

た
棚
田
が
織
り
な
す
里
山
風
景
が
広
が
る
人
口
約
二
、二

〇
〇
人
の
、
徳
島
県
に
残
さ
れ
た
「
唯
一
の
村
」
で
す
。

　
こ
の
「
佐
那
河
内
」
と
い
う
村
の
名
前
の
歴
史
は
た
い

へ
ん
古
く
、
平
安
時
代
中
期
の
治
安
年
間
（
一
〇
二
一
～

一
〇
二
四
年
）
に
「
上
佐
那
河
内
村
」
と
「
下
佐
那
河
内
村
」

と
名
付
け
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
お
り
、
来
年

に
は
千
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
村
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
、
江
戸
時
代
に
蜂
須
賀
公
へ

献
上
さ
れ
て
い
た
「
棚
田
米
」、
村
の
象
徴
で
あ
る
「
み

か
ん
」
や
「
す
だ
ち
」、「
ゆ
ず
」、「
ゆ
こ
う
」
な
ど
の
和

柑
橘
、
村
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
的
に
有
名
な

「
さ
く
ら
も
も
い
ち
ご
」
の
他
、「
大
川
原
ね
ぎ
」、「
し
い

た
け
」、「
達
磨
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
県
内
外
の
食
卓
に
笑
顔
を
届
け
て
い
ま
す
。
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え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、

新
総
合
計
画

と
合
わ
せ
て
、

今
後
五
年
間

の
地
方
創
生

関
連
施
策
を

ま
と
め
た
「
佐
那
河
内
村
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
、
①
し
ご
と
・
雇
用
を
創
出
す
る
、
②
新
し
い
ひ
と
の

流
れ
を
つ
く
る
、
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

の
希
望
を
か
な
え
る
、
④
交
流
拠
点
の
充
実
や
地
域
連
携

な
ど
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
の
四
つ
の
基
本
施
策
を
柱
と

し
た
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
や
県
内
外
に
向

け
た
佐
那
河
内
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
、
事
業
所
の
誘
致
な
ど

の
「
し
ご
と
・
雇
用
の
創
出
」
と
、
移
住
・
交
流
支
援
セ

ン
タ
ー
を
核
と
し
た
移
住
促
進
や
受
け
皿
と
な
る
住
宅
供

給
対
策
、
関
係
人
口
拡
大
な
ど
の
「
新
し
い
ひ
と
の
流
れ

づ
く
り
」
を
重
点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

佐
那
河
内
村
の
取
組

　
現
在
、
佐
那
河
内
村
で
は
、
行
政
や
防
災
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
中
心
と
な
る
新
庁
舎
の
建
設
を
、
令
和
三
年

十
一
月
の
竣
工
に
向
け
て
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ

の
新
た
な
拠
点
を
中
心
に
、
村
の
強
み
で
あ
る
行
政
と
住

民
の
緊
密
な
関
係
を
生
か
し
な
が
ら
、「
住
民
主
体
の
村

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
振
興
で
は
、
農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
と
生
産

振
興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
新
た

な
特
産
品
の
開
発
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
年
末
に
は
、
和
柑
橘
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
を
図

る
た
め
の
連
携
協
定
を
村
と
締
結
し
た
企
業
の
新
事
業
所

が
稼
働
予
定
で
あ
り
、
今
後
は
、
官
民
が
連
携
し
、
和
柑

橘
の
栽
培
振
興
や
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
、
交
流
促
進
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
の
推
進
で
は
、
移
住
・
定
住
の
受
け

皿
と
な
る
分
譲
宅
地
の
造
成
や
、
移
住
交
流
支
援
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
移
住
相
談
や
お
試
し
移
住
、
空
き
家
の
利
活

用
な
ど
の
新
し
い
ひ
と
の

流
れ
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
住

民
や
村
人
会
な
ど
の
都
市

部
と
の
交
流
活
動
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
の
連
携

に
よ
る
村
の
活
性
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
育
で
は
、

「
小
中
一
貫
教
育
」
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
義
務

教
育
九
年
間
を
通
し
て
、

全
て
の
児
童
・
生
徒
の
可

能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
す

た
め
、
外
国
語
教
育
指
導

監
を
配
置
し
、
鳴
門
教
育

大
学
と
連
携
し
な
が
ら
の
小
中
の
接
続
と
系
統
性
を
見
据

え
た
英
語
教
育
の
実
践
や
、
学
校
と
地
域
の
協
働
に
よ
る

ふ
る
さ
と
学
習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
の
研
究
と
実
践
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た

授
業
の
充
実
な
ど
、
新
し
い
時
代
を
生
き
る
力
を
育
成
す

る
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
住
民
や
企
業
、
団
体
な
ど
の
多
様
な
主
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
佐
那
河
内
村
の
活
性
化
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

結　

び　

に

　
昨
年
十
二
月
に
人
事
交
流
に
よ
り
佐
那
河
内
村
に
勤
務

す
る
こ
と
と
な
り
、
は
や
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
赴
任
以
来
、
多
く
の
県
職
員
の
皆
様
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
人
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
佐
那
河
内
村
で
の
勤
務
は
、
副
村
長
と
い
う

職
責
の
重
さ
に
よ
る
緊
張
感
の
中
で
慌
た
だ
し
く
始
ま
り

ま
し
た
が
、
村
長
を
は
じ
め
役
場
職
員
の
皆
様
の
お
か
げ

で
、
よ
う
や
く
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
と
に
か
く
自
分
に
出

来
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
、
日
々
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
赴
任
後
は
、
村
内
の
様
々
な
会
合
に
参
加
し
、
多
く
の

住
民
の
皆
様
と
お
話
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま

で
気
付
か
な
か
っ
た
佐
那
河
内
村
の
豊
か
な
自
然
や
人
々

の
思
い
や
り
の
心
や
強
い
絆
、
千
年
と
い
う
長
い
時
間
を

か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
伝
統
・
文
化
な
ど
、
村
な
ら
で
は

の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

大
切
な
財
産
を

次
の
世
代
へ
受

け
継
い
で
い
く

た
め
の
「
持
続

可
能
な
村
づ
く

り
」
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
る

よ
う
、
微
力
な

が
ら
努
力
し
て

参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大川原の風車とあじさい

ふるさと特産品

新庁舎の鳥瞰図
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私
が
研
修
生
と
し
て
市
町
村
課
で
お
世

話
に
な
っ
た
の
は
平
成
二
十
五
年
度
の
こ

と
で
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
市
役
所

に
入
っ
て
三
年
が
経
過
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
業
務
の
手
順
が
わ
か
ら
ず
、
関
わ
る
方

す
べ
て
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
地
方
創
生

局
の
皆
さ
ま
、
研
修
生
の
皆
さ
ま
、
そ
の

時
に
か
か
わ
っ
た
県
の
職
員
並
び
に
市
町

村
の
方
々
、
そ
の
節
は
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
私
の
業
務
を
紹
介
す
る
機
会
を

頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
表
記
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
寄
稿
時
期
の
関

係
で
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
決
算

を
基
に
作
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
１
）
歳
入

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
三
好
市

普
通
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
二
四

三
億
八
、
〇
〇
〇
万
円
の
う
ち
、
市
税
や

使
用
料
な
ど
の
自
主
財
源
は
四
九
億
二
、

七
〇
〇
万
円
（
二
〇
％
）、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
支
出
金
、
地
方
債
な
ど
の
依
存

財
源
が
一
九
四
億
五
、
三
〇
〇
万
円
（
八

〇
％
）
と
歳
入
総
額
の
大
半
を
占
め
て
お

り
、
依
存
財
源
に
頼
っ
た
財
政
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
地
方
交
付
税
は

一
一
二
億
九
、
八
〇
〇
万
円
、
歳
入
総
額

の
四
六
％
で
あ
り
、
歳
入
一
般
財
源
総
額

で
み
る
と
七
二
％
（
臨
財
債
五
四
〇
万
円

含
め
）
を
占
め
、
市
の
財
政
運
営
の
主
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
資
料
１
）

　
普
通
交
付
税
（
臨
時
財
政
対
策
債
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
（
平
成
二

十
一
）
年
度
以
降
、
景
気
低
迷
に
よ
る
対

応
策
と
し
て
新
た
な
費
目
の
創
設
な
ど
で
、

財
源
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

地
域
経
済
・
雇
用
対
策
費
は
二
〇
一
八（
平

成
三
十
）
年
度
に
廃
止
と
な
り
、
二
〇
一

五
（
平
成
二
十
七
）
年
度
に
創
設
さ
れ
た

人
口
減
少
対
策
費
な
ど
に
つ
い
て
も
今
後

継
続
的
に
措
置
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
ま
た
、
合
併
特
例
に
よ
る
普
通
交
付

税
の
算
定
方
式
で
あ
る
合
併
算
定
替
（
優

遇
措
置
）
が
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
度

か
ら
一
本
算
定
と
な
る
こ
と
や
、
全
国
平

均
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
の
人

口
減
少
な
ど
、
三
好
市
特
有

の
要
因
に
よ
る
交
付
税
措
置

額
の
減
少
も
考
慮
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年

度
の
普
通
交
付
税
の
一
般
行

政
経
費
の
う
ち
、
①
国
勢
調

査
に
よ
る
人
口
減
少
、
②
合

併
特
例
優
遇
措
置
の
逓
減
、

③
地
域
経
済
・
雇
用
対
策
費

の
廃
止
の
要
因
に
よ
る
減
少

額
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二

十
七
）
年
度
と
比
べ
一
五
・

五
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
度

は
、
合
併
特
例
の
優
遇
措
置

の
逓
減
率
が
九
〇
％
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
国
勢
調
査

の
急
減
補
正
の
減
な
ど
に
よ

り
、
普
通
交
付
税
は
さ
ら
に
減
少
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
、
財
政
計
画
に
お
け
る
上

記
三
要
因
に
よ
る
一
般
行
政
経
費
の
減
少

額
は
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
に
比

べ
約
二
・
五
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
資

料
２
）

（
２
）
歳
出

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
度
三
好
市

普
通
会
計
決
算
に
お
け
る
歳
出
総
額
は
二

三
一
億
一
、
三
〇
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
性
質
別
歳
出
で
み
る
と
定
員
管
理
の

秋
　
田
　
宗
　
誉

三
好
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

　
　
三
好
市
企
画
財
政
部
財
政
課
主
任
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対
応
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題

に
対
し
て
、「
三
好
市
ま
る

ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
」「
子
ど

も
を
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
」「
雇
用
の
確
保
」
を
重

点
目
標
と
設
定
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
視
点
を
持
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
す
べ

て
の
市
民
が
生
き
活
き
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
、
自
然
と

共
生
し
、
一
人
ひ
と
り
の
創

意
と
工
夫
に
よ
っ
て
、
ま
ち

そ
の
も
の
、
そ
し
て
市
民
一

人
ひ
と
り
が
き
ら
り
と
輝
く

ま
ち
を
目
指
し
た
施
策
の
展

開
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
市
の
主
要
な
一
般

財
源
で
あ
る
市
税
や
普
通
交

付
税
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
度
に
作
成
し
た

財
政
計
画
で
は
、
今
後
、
単
年
度
で
必
要

な
財
源
が
そ
の
年
の
歳
入
で
賄
え
な
く
な

り
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
必
要
と
な
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
下
、
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
築
く
た

め
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
九
月
策

定
の
第
二
期
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
着

実
に
推
進
し
、
将
来
の
財
政
負
担
の
抑
制

を
図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源
が
地

域
・
住
民
の
た
め
、
効
果
的
か
つ
効
率
的

に
事
業
執
行
で
き
る
よ
う
二
〇
二
〇
（
令

和
二
）
年
度
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
今
後
三
好
市
で
は
、
庁
舎
整
備
事
業
、

支
所
整
備
事
業
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
ル
跡
地

活
用
事
業
、
み
よ
し
広
域
連
合
が
実
施
す

る
ご
み
焼
却
施
設
・
し
尿
処
理
施
設
の
整

備
に
係
る
負
担
金
な
ど
大
型
事
業
が
控
え

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
要
因
に
よ
り
地
方
債

現
在
高
は
間
違
い
な
く
増
加
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
現
行
の
計
画
等
に
基
づ
き
歳

出
の
抑
制
、
ま
た
効
果
的
、
効
率
的
な
執

行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま
す
が
持
続
可
能
な
財
政
構

造
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま

す
。

適
正
化
、
計
画
的
な
建
設
事
業
債
の
発
行

や
地
方
債
の
繰
上
償
還
に
よ
り
、
人
件
費

及
び
公
債
費
に
つ
い
て
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
社
会
保
障
経
費
が
年
々
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
扶
助
費
に
つ
い
て
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
八
（
平

成
三
十
）
年
度
の
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
義

務
的
経
費
は
一
〇
八
億
六
、
三
〇
〇
万
円

（
四
七
％
）
で
歳
出
全
体
の
ほ
ぼ
半
分
を

占
め
て
お
り
、
こ
の
義
務
的
経
費
の
割
合

は
合
併
以
降
四
五
％
以
上
と
高
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
市
財
政
の
大
き
な
圧
迫
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
資
料
３
、
４
）

（
３
）
総
括

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
に
策
定
さ

れ
た
第
二
次
三
好
市
総
合
計
画
で
は
、「
人

口
減
少
」
の
抑
制
や
「
少
子
化
」
へ
の

（
４
）
終
わ
り
に

　
今
回
私
が
寄
稿
し
た
も
の
は
市
町
村
振

興
協
会
の
担
当
の
方
と
お
話
す
る
中
で
、

今
ま
で
の
も
の
と
は
少
し
違
っ
た
形
で
の

掲
載
は
で
き
な
い
か
と
相
談
を
し
て
、
実

務
コ
ー
ナ
ー
に
近
い
形
で
の
掲
載
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
担

当
の
方
に
は
大
変
な
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

で
自
治
体
の
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を

与
え
て
い
る
さ
な
か
で
あ
り
、
今
後
の
見

通
し
も
立
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
産
業
、
観
光
、

教
育
、
福
祉
、
建
設
等
ほ
と
ん
ど
の
方
面

に
お
い
て
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
私
自
身
、

財
政
課
の
一
職
員
で
た
い
し
た
こ
と
が
で

き
る
実
力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う

な
施
策
が
市
民
を
守
る
も
の
と
な
る
の
か
、

こ
の
一
年
の
影
響
で
十
年
後
ど
の
よ
う
な

三
好
市
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
考

え
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
自
分
が
で
き

る
範
囲
で
、
少
し
で
も
人
の
役
に
立
て
る

よ
う
な
こ
と
、
少
し
で
も
三
好
市
が
よ
く

な
る
よ
う
に
励
ん
で
務
め
る
こ
と
を
心
掛

け
ま
す
。

　
今
回
の
寄
稿
が
少
し
で
も
皆
さ
ま
の
お

役
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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○鴨島図書館

　間接照明と木調の天井で落ち着いた空間となって

います。開架スペースには、約７万冊の蔵書を所

蔵できますが、現在の蔵書数は約４万６千冊、約

65％となっています。今後計画的（５年程度）に

図書の購入を行っていく予定です。また、書籍消毒

器の設置、読書記録帳を導入しております。　

　未来を担う子どもたちの読む力、学ぶ力、調べる

力を育むため、子どものための各種講座やお話し会、

大人対象に歴史講座等の開催を行っています。

○ちびっこプラザ

　大勢の子ども

が遊べる十分な

スペースを確保

しています。ま

た、短時間の託

児サービスも実

施しています。

○多目的室

　　講演会や健診など用途ごとに使い分けができるよ

うに、大小さまざまな大きさの多目的室を設けてい

ます。

○コワーキング・シェアオフィス（Ki-Da）

　多様な働き

方や起業・創

業を実現する

ための拠点と

して、コワー

キ ン グ・ ス

ペースや４社

が入居可能な

シェアオフィスを設定しています。

【事務所の紹介】

　「社会福祉協議会・地域包括支援センター」は、本年

４月より市民プラザ１階に社会福祉協議会を移転する

とともに、地域包括支援センターの運営業務を委託し、

地域住民のさらなる保健･医療の向上と認知症支援や

介護･福祉等のサービスの充実と連携を図り、地域包

括システムを構築していく上での中核機関となります。

　「おえっこスポーツクラブ」は、本年２月に総合型

地域スポーツクラブとして設立され、幼児から高齢者、

また障がい者までを対象に、さまざまなスポーツを愛

好する人々が、それぞれの志向やレベルに合わせて参

加できるプログラムを実施しております。

　このように「市民プラザ」は、様々な用途を含んだ

複合施設として整備いたしました。また、アリーナは、

市民の皆様の健康増進という目的と併せて、全国大会

や四国大会などの規模が大きな大会も開催することが

可能となっており、交流人口の増加が図れるよう取り

組んでいきたいと考えております。

　市民が憩う交流拠点として、「アリーナ」、「コワー

キング・シェアオフィス」、「社会福祉協議会」、「図書

館」、「ちびっこプラザ」などが相互連携し、多世代・

多志向の市民が集い賑わう交流施設を目指していきた

いと考えております。

※吉野川市民プラザの運営および維持管理は、指定管

理者である共同企業体「吉野川賑わい創出パート

ナーズ」（構成団体：美津濃(株)・(株)図書館流通セ

ンター・阿部商事(株)・ミズノスポーツサービス（株)）

が行います。

　　　　　　　　　お問い合わせ　

　　　　　　　　　　吉野川市教育委員会生涯学習課

　　　　　　　　　　TEL 0883-22-2271多目的室（大） 多目的室（中）
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【施設の紹介】

○メインアリーナ

　　メインアリーナは1,530㎡　49m×34m（バスケッ

トボール２面、バレーボール６人制３面）背付きシー

トの観客席を755席、車いす席を６席設けています。

大会利用、チーム練習等様々なスポーツに対応でき

スポーツ・健康を促進するアリーナです。また、床

仕上げはフローリングでなく、県内ではあまり採用

例はありませんが、強度と弾力性のある床仕上げ「タ

ラフレックス」を採用しています。

○サブアリーナ

　　サブアリーナ

は408 ㎡　27m×

17m（バレーボー

ル６人制１面、バ

ドミントン３面）、

チーム練習に最適なコンパクトなアリーナです。

○多目的室121

　ダンスやフィッ

トネスプログラム

に適した鏡張りの

多目的室です。

○トレーニング室

　 約20人 が 同 時

利用可能で、持久

力トレーニング用

のトレッドミル・

エアロバイクと筋

力トレーニング用

の各種機器を配置

しており、高齢者

や運動初心者でも扱いやすいトレーニング室です。

吉野川市 吉野川市民プラザ整備事業

　令和２年４月にオープンしました「吉野川市民プラザ」は、市民の健康増進・スポーツ振興を担う「アリーナ」

と、文化・芸術交流を促進する「市民センター」があり、それぞれの利用者が行き交うように、健康増進やスポー

ツ振興と文化芸術をリンクさせた、地域のコミュニティ拠点として整備いたしました。
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購入することができるよ

うになっています。また、

平成29年にはゼロ・ウェ

イストに取り組む事業所

を８種類の基準で公的に

認証する「ゼロ・ウェイ

スト認証制度」を作製し、

飲食店を対象に認証を進

めた結果、町内では７店

舗が認証店となりました。各店舗では、特にリデュー

スの取組として、売れ残りによる食品ロスが出ないこ

と、食材調達や調理の段階からごみの発生を抑制する

工夫などを取り入れ、ゼロ・ウェイスト活動に目標を

もって計画的に取り組んでいます。

　また、令和２年４月にはゴミステーションがリ

ニューアルオープンし、ごみ分別やくるくるショップ

の他、新たに交流ホール、シェアオフィス、体験宿泊

棟なども備えた複合施設になりました。交流ホールは

住民がごみ出しに来たついでに近況報告をし合える場

や観光客の休憩所として普段は開放しており、イベン

トや会議の時には有料で貸し出すなど多様な用途で活

用しています。シェアオフィスでは企業誘致や大学連

携により未達成である残り20％の焼却・埋立ごみゼ

ロやリサイクルの質の向上（サーマルからマテリアル

へ）を目指してサーキュラーエコノミーに取組んでい

きます。体験宿泊棟は滞在しながらゼロ・ウェイスト

アクションを体験できる場として提供しており、今ま

で“ごみ”だと思っていたモノについて考える機会と、

ごみの見方を変えるきっかけづくりを行うことで、そ

れぞれのゼロ・ウェイスト運動につながっていくこと

を期待しています。

　これまでの上勝町の取組やこれからの挑戦について

紹介していくポータルサイトも開設され、国内外への

情報発信もはじまっています。

（上勝町ゼロ・ウェイストポータルサイト「ゼロ・ウェ

イストタウン上勝」URL： https://zwtk.jp/）

　　　　　　　　　　　　お問い合わせ

　　　　　　　　　　　　　上勝町役場企画環境課

　　　　　　　　　　　　　TEL 0885-46-0111

ゼロ・ウェイスト認証制度
ロゴマーク
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上勝町 「ゼロ・ウェイスト宣言」
2020年達成に向けた歩み

　平成15年、上勝町は自治体としては日本ではじめ

て「ゼロ・ウェイスト宣言」を行いました。町内にご

み収集車は走っておらず、住民は自らゴミステーショ

ンにごみを持ち込んでいます。生ごみは家庭用コンポ

ストや電動生ごみ処理機で堆肥化され、その他のごみ

は徹底的に分別し、資源回収されています。また、ま

だ使えるものは無料のリユースショップ「くるくる

ショップ」に持ち込まれています。くるくるショップ

では持ち込みは町民のみ、持ち帰りは誰でも利用する

ことができます。そもそもゼロ・ウェイストとはゼロ

＝「０」・ウェイスト＝「浪費・無駄・廃棄物」、直訳

すると浪費・無駄・廃棄物をなくすという意味です。

自分にとっては不要になったものでも、誰かにとって

は必要なものかもしれない、そういう気持ちではじ

まった制度であり、循環率（持ち込み量÷持ち帰り量）

は90％を超え、毎年10トン程度が再使用されています。

　かつて本町では、野焼き場であらゆるものを燃やし

ていたため、県からは適正な処理をするように指導を

受けていました。しかし、体制を変えようにもごみ収

集車を走らせたり、焼却場を建設したりする財政的余

裕がなかったため、リサイクルの方策を検討すること

になりました。こうして、平成９年の容器包装リサイ

クル法の施行とともに９分別がスタートしました。

　平成10年には小型焼却炉２基を設置しましたが、

焼却灰の埋め立てを他県で行っていたため多額の運搬

費用がかかってしまい、焼却量を減らすために分別数

を22種類まで広げることになりました。しかしわず

か３年後、法改正により焼却炉１基がダイオキシン排

出基準を満たせなくなったため小型焼却炉は閉鎖する

ことになりました。

　本町の場合、処理に一番費用がかかるのが“焼却”

ごみでした。そのため財政を圧迫しない方法や環境へ

の負荷も検討した結果、ごみを「燃えるか/燃えないか」

ではなく「リサイクルできるか/できないか」の基準

で分別してきました。こうして、できる限り再資源化

しようと引取り業者を捜し回った結果、現在は45分

別となりました。中でも紙や金属などは、有価で引き

取ってもらうことができるので毎年200万円程の売払

収入になっています。そして、売払収入は「ゼロ・ウェ

イスト推進基金」として積み立てた上で、町独自のポ

イント制度“ちりつもポイント”を設けて住民に還元

する仕組みができています。現在ポイント対象となっ

ているのは、町が指定するごみ（雑紙、紙パック、ア

ルミ付紙パック、紙カップ、かたい紙芯、洗剤などの

詰め替えパウチ、歯ブラシ、使い捨てカイロ）の持ち

込み、町内商店でレジ袋を断る、容器持参で量り売り

を利用する、の３パターンがあり、たまったポイント

は小中学校の体操着や町内商品券などに交換すること

ができます。こうして住民協力のもと資源化を進めて

きたことで、リサイクル率は80％を達成することが

できました。

　しかしそれでも、素材が混在していたり性質上の理

由で乾燥剤や革製品、ゴム製品などは「どうしても燃

やさなければならないもの」、使い捨てカイロや水槽

などは「どうしても埋め立てなければならないもの」

に分類されているため、消費者主体では100％のリサ

イクル循環が困難な状況になってきました。そのため、

これからは「そもそもごみになるものを減らす」こと

が重要であり、商品の製造や販売段階から変わってい

く必要があります。

　本町では、「ごみの出ない」売り方・買い方の普及

を目指して町内の商店や飲食店で「量り売り」を推進

し、ビールや焼き菓子、晩茶、総菜、調味料、コーヒー豆、

野菜などさまざまな物を使い捨ての容器包装なしで

くるくるショップ
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は
じ
め
に

　
地
方
債
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
財
政
上
必
要
と
す

る
資
金
を
外
部
か
ら
調
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
負
担
す

る
債
務
で
あ
り
、
そ
の
履
行
が
一
会
計
年
度
を
超
え
て

行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
（
一
時
借
入
金
は
含
ま
れ
な

い
）。
地
方
債
は
、
将
来
に
債
務
を
残
す
も
の
で
あ
る

た
め
、
起
債
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
財
政
運
営
に
及

ぼ
す
影
響
を
考
慮
し
、
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
方
債
の
制
度
等
に
つ
い

て
、
今
一
度
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

地
方
債
の
機
能

１
　
財
政
支
出
と
財
政
収
入
の
年
度
間
調
整

　
公
共
施
設
の
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事
業
等
の
単
年

度
に
多
額
の
財
源
を
必
要
と
す
る
事
業
に
つ
い
て
、
地

方
債
の
発
行
に
よ
り
所
要
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
該
事
業
の
円
滑
な
執
行
が
確
保
で
き
る
と

と
も
に
、
こ
れ
に
係
る
財
政
負
担
を
後
年
度
に
平
準
化

す
る
と
い
う
年
度
間
の
調
整
機
能
を
有
し
て
い
る
。

２
　
住
民
負
担
の
世
代
間
の
公
平
の
た
め
の
調
整

　
自
治
体
が
整
備
す
る
道
路
や
公
園
、
学
校
等
の
公
共

施
設
は
、
建
設
当
初
の
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
の

住
民
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
財
源
を

税
金
等
に
よ
り
建
設
当
初
の
住
民
の
み
に
負
担
を
求
め

る
と
不
公
平
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の
整
備
に
必
要
な
財

源
の
一
部
を
地
方
債
で
賄
う
こ
と
は
、
後
世
代
と
現
世

代
の
住
民
と
の
間
で
負
担
を
分
か
つ
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
建
設
地
方
債

の
償
還
年
限
は
、
そ
の
地
方
債
を
財
源
と
し
て
建
設
し

た
公
共
公
用
施
設
の
耐
用
年
数
を
超
え
て
は
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

３
　
一
般
財
源
の
補
完

　
地
方
債
は
、
そ
の
発
行
年
度
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
地

方
税
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
不
足
を
補
完
す

る
機
能
を
有
し
て
お
り
、
景
気
変
動
に
よ
る
税
収
の
伸

び
悩
み
等
に
対
応
で
き
る
一
定
の
機
動
性
と
弾
力
性
を

も
っ
た
地
方
財
源
の
確
保
方
策
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

４
　
国
の
経
済
政
策
と
の
調
整

　
行
政
投
資
の
多
く
が
地
方
公
共
団
体
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
が
行
う
経
済
政
策
も
地

方
財
政
と
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
実
効
性
に

乏
し
い
が
、
地
方
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
建
設
事
業
費

の
財
源
と
な
る
地
方
債
は
、
そ
の
発
行
量
の
増
減
に

よ
っ
て
事
業
量
を
調
整
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
景

気
対
策
等
に
お
い
て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
経
費
　

　
地
方
財
政
法
第
五
条
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
歳
出

は
、
地
方
債
以
外
の
歳
入
を
も
っ
て
そ
の
財
源
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
、
た
だ
し
書

き
に
お
い
て
地
方
債
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
経

費
を
限
定
列
挙
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
定
の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
各
法
律

地方債制度の概要について

市町村課主事（企画財政担当）　岸　本　恵　里
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に
よ
る
特
例
措
置
に
よ
り
、
地
方
債
を
財
源
と
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

議
会
の
議
決
の
必
要
性

　
地
方
債
は
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
と
同
様
に
歳

入
予
算
の
一
部
を
占
め
る
も
の
で
あ

り
、
予
算
と
し
て
の
議
会
の
議
決
が

必
要
で
あ
る
。
起
債
の
目
的
、
限
度

額
、
起
債
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還

の
方
法
に
つ
い
て
も
予
算
で
定
め
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
債
協
議
制
度

  

平
成
十
八
年
度
よ
り
、
地
方
債
の

許
可
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
現
在
の
協

議
制
度
へ
と
移
行
し
た
。
協
議
制
度

へ
の
移
行
は
、
地
方
公
共
団
体
の
自

主
性
を
よ
り
高
め
る
観
点
か
ら
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
た
地
方
債
の
発
行
を
原

則
と
し
て
自
由
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
仕
組
み
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）　
地
方
公
共
団
体
が
地
方
債
を

発
行
す
る
と
き
は
、
総
務
大
臣

又
は
都
道
府
県
知
事
（
以
下
総

務
大
臣
等
と
い
う
。）
に
協
議

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２
）　
地
方
公
共
団
体
は
、
協
議
に

お
い
て
総
務
大
臣
等
の
同
意
を
得
た
地
方
債
に
つ

い
て
の
み
、
当
該
同
意
に
係
る
公
的
資
金
を
借
り

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
３
）　
総
務
大
臣
等
が
同
意
を
し
た
地
方
債
の
元
利
償

還
金
は
、
地
方
財
政
計
画
に
算
入
さ
れ
る
。

（
４
）　
総
務
大
臣
等
の
同
意
を
得
な
い
で
地
方
債
を
発

行
す
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
あ
ら

か
じ
め
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
５
）　
総
務
大
臣
は
、
毎
年
度
、
協
議
に
お
け
る
同
意

基
準
及
び
許
可
基
準
を
定
め
、
並
び
に
地
方
債
計

画
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
を
公
表
す
る
。

　
な
お
、
い
か
な
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
地

方
債
の
発
行
が
原
則
自
由
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
元

利
償
還
金
又
は
決
算
収
支
の
赤
字
が
一
定
水
準
以
上
と

な
っ
た
場
合
や
元
利
償
還
金
の
払
込
に
つ
い
て
延
滞
の

あ
る
場
合
等
は
、
許
可
制
度
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　
地
方
債
協
議
制
度
に
つ
い
て
は
、
同
意
等
予
定
額
の

範
囲
内
で
行
わ
れ
る
協
議
等
に
つ
い
て
同
意
・
許
可
を

行
う
、
簡
易
協
議
等
手
続
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
令
和
二
年
度
よ
り

同
意
等
予
定
額
通
知
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
事
務
の
更
な
る
簡
素
化
や
同
意
等
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
短
縮
等
が
図
ら
れ
た
。
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地
方
債
届
出
制
度

　
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主

性
・
自
立
性
を
さ
ら
に
高
め
る
観
点
か
ら
協
議
制
度
を

一
部
見
直
し
、
民
間
資
金
債
に
係
る
事
前
届
出
制
度
が

導
入
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成

二
十
八
年
度
に
も
、
協
議
不
要

基
準
の
緩
和
等
の
見
直
し
が
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
の
①

～
④
の
要
件
を
備
え
て
い
る
地

方
公
共
団
体
は
、
協
議
に
よ
る

こ
と
な
く
、
事
前
に
届
出
を
す

る
だ
け
で
地
方
債
の
発
行
が
可

能
と
な
っ
た
。
　  

①
実
質
公
債
費
比
率

 

　
一
八
％
未
満

②
実
質
赤
字
額
　
〇

③
連
結
実
質
赤
字
比
率
　
〇
％

④
将
来
負
担
比
率

　
　
　
　
　
　
三
五
〇
％
未
満
　

 

（
一
般
市
区
町
村
）

※
協
議
不
要
対
象
団
体
で
あ
っ

て
も
、
資
金
の
不
足
額
が
あ
る

公
営
企
業
に
係
る
民
間
資
金
債

を
発
行
す
る
場
合
は
、
協
議
が

必
要
と
な
る
。

　
届
出
が
さ
れ
た
地
方
債
の
う

ち
協
議
を
受
け
た
な
ら
ば
同
意

を
す
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
そ
の
元

利
償
還
金
が
地
方
財
政
計
画
に
算
入
さ
れ
る
と
と
も
に
、

そ
の
予
定
額
が
地
方
債
計
画
に
計
上
さ
れ
る
。

地
方
債
の
資
金

　
地
方
債
の
資
金
を
引
受
先
の
面
か
ら
大
別
す
る
と
、

公
的
資
金
（
財
政
融
資
資
金
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機

構
資
金
）
と
民
間
等
資
金
（
市
場
公
募
資
金
、
銀
行
等

届出
（民間等資金等）
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引
受
資
金
）
に
分
類
さ
れ
る
。

　
な
お
、
財
政
融
資
資
金
及
び
地
方
公
共
団
体
金
融
機

構
資
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
計
画
に
計
上
さ
れ
て
い

る
資
金
の
額
が
当
該
年
度
で
用
意
さ
れ
て
い
る
資
金
の

額
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
上
回
っ
て
の
同
意
・
許
可
は

基
本
的
に
行
わ
れ
な
い
。

　

地
方
債
同
意
等
基
準
等

　「
地
方
債
同
意
等
基
準
」
は
、
地
方
財
政
法
第
五
条

の
三
第
十
項
の
「
総
務
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
第

一
項
に
規
定
す
る
協
議
に
お
け
る
同
意
並
び
に
次
条
第

一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一

項
に
規
定
す
る
許
可
を
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た

め
に
必
要
と
さ
れ
る
基
準
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、

同
意
・
許
可
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針
を
規
定
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
地
方
債
同
意
等
基
準
運
用

要
綱
」
に
は
、
同
意
等
基
準
に
基
づ
く
手
続
の
う
ち
協

議
等
手
続
、
早
期
協
議
等
手
続
、
法
令
及
び
同
意
等
基

準
の
解
釈
等
の
技
術
的
助
言
に
関
す
る
一
般
的
事
項
を

規
定
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
が
事
業
を
行
う
に
当
た

り
、
当
該
事
業
に
係
る
経
費
の
う
ち
、
地
方
債
を
も
っ

て
そ
の
財
源
と
す
る
部
分
の
割
合
の
上
限
と
な
る
べ
き

率
」
の
こ
と
を
「
充
当
率
」
と
呼
び
、
地
方
財
政
法
施

行
令
第
二
十
条
第
四
項
に
お
い
て
、
地
方
債
計
画
の
内

容
を
考
慮
し
て
事
業
区
分
ご
と
に
「
地
方
債
充
当
率
」

を
定
め
、
同
意
等
基
準
と
併
せ
て
公
表
さ
れ
る
。

　
起
債
に
あ
た
っ
て
の
、
事
業
区
分
の
選
択
や
起
債
額

の
計
算
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
、

適
切
な
事
務
処
理
を
お
願
い
し
た
い
。

終
わ
り
に

  

地
方
債
は
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を
も
た
ら
す
た
め
、

安
易
に
地
方
債
を
発
行
す
る
財
政
運
営
は
不
適
切
で
あ

る
。
起
債
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
財
政
法
第
五
条
等
の

趣
旨
か
ら
み
て
真
の
適
債
事
業
で
あ
る
か
ど
う
か
、
本

当
に
地
方
債
を
財
源
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う

か
、
元
利
償
還
金
が
自
治
体
に
と
っ
て
の
義
務
的
経
費

と
し
て
、
将
来
の
歳
出
予
算
を
拘
束
す
る
こ
と
と
な
る

た
め
、
そ
の
償
還
費
が
後
年
度
の
財
政
運
営
の
健
全
性

を
損
な
う
こ
と
と
な
ら
な
い
か
ど
う
か
等
に
留
意
の
上
、

慎
重
に
判
断
し
て
ほ
し
い
。
地
方
債
は
、
健
全
な
財
政

運
営
に
基
づ
い
て
適
切
に
発
行
す
れ
ば
、
地
域
住
民
へ

の
安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
、
今
後
と
も
上
手
く

活
用
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

【
参
考
資
料
】

（
株
）
ぎ
ょ
う
せ
い
『
事
業
別
地
方
債
実
務
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
　
令
和
二
年
度
版
』
二
〇
二
〇

（
株
）
ぎ
ょ
う
せ
い
『
こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た

い
！
自
治
体
の
資
金
調
達
・
運
用
の
基
礎
知
識
』
二
〇

一
五

総
務
省
資
料
・
Ｈ
Ｐ

（
一
財
）地
方
債
協
会『「
地
方
債
」二
〇
二
〇
年
四
月
号
』

（
一
財
）地
方
財
務
協
会
『
令
和
二
年
度
　
地
方
債
の
あ

ら
ま
し
』
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新型コロナウイルス感染症の影響による
地方公共団体の資金繰りへの対応について

市町村課主事（企画財政担当）　吉　田　海　佑

２
　
対
象
年
度
及
び
対
象
団
体

　
起
債
対
象
年
度
は
、
地
方
税
法
に
基
づ
く
猶
予
特
例

の
期
限
と
同
じ
令
和
二
年
度
で
あ
る
が
、
地
方
消
費
税

及
び
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共

団
体
の
交
付
・
譲
与
の
時
期
の
ズ
レ
に
よ
り
、
猶
予
特

例
の
期
限
で
あ
る
令
和
三
年
一
月
の
猶
予
額
に
係
る
減

収
の
影
響
が
あ
る
令
和
三
年
度
ま
で
と
し
て
い
る
。
対

象
団
体
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
と
な
っ
て
お
り
、

交
付
団
体
・
不
交
付
団
体
を
問
わ
な
い
。

３
　
償
還
年
限

　
償
還
年
限
は
、
納
税
さ
れ
る
ま
で
の
間
と
し
、
一
年

以
内
と
し
て
い
る
。
な
お
、
財
政
融
資
資
金
に
つ
い
て

も
、
猶
予
額
の
納
税
後
に
償
還
す
る
こ
と
を
想
定
し
、

満
期
一
括
償
還
と
し
て
い
る
。

４
　
財
政
措
置

　
一
時
的
な
減
収
に
対
す
る
資
金
手
当
と
し
て
の
観
点

か
ら
、
充
当
率
は
一
〇
〇
％
（
元
利
償
還
金
に
対
す
る

交
付
税
措
置
は
な
し
）
と
し
て
い
る
。

５
　
資
金

　
資
金
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
市
町
村
（
指
定
都

市
を
除
く
）
に
対
し
て
財
政
融
資
資
金
を
優
先
的
に
配

分
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
各
市
町
村
の
予
算
書
に
計
上
す
る
際
に
は
、

地
方
債
の
償
還
方
法
は
「
元
利
均
等
又
は
元
金
均
等
償

還
」
等
と
記
載
す
る
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

財
政
融
資
資
金
の
償
還
方
法
は
「
満
期
一
括
償
還
」
に

限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
予
算
書
の
記
載
に
つ
い
て
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

６
　
起
債
対
象
額

は
じ
め
に

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
地
方
税
収
や
公
営
企
業
の
料
金
収
入
な
ど
に

様
々
な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
令
和
二
年
四
月
三

十
日
に
施
行
さ
れ
た
地
方
税
法
に
基
づ
く
地
方
税
の
徴

収
猶
予
に
伴
い
生
じ
る
一
時
的
な
減
収
に
対
応
す
る
た

め
創
設
さ
れ
た
猶
予
特
例
債
に
つ
い
て
解
説
す
る
ほ
か
、

地
方
公
共
団
体
の
年
度
内
の
資
金
繰
り
対
策
と
し
て
講

じ
る
措
置
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
内
容
は
執
筆
時
点
（
令
和
二
年
九
月

一
日
）
の
も
の
で
あ
る
点
、
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

猶
予
特
例
債
の
発
行
に
つ
い
て

１
　
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の

措
置
に
起
因
し
て
多
く
の
事
業
者
の
収
入
が
急
減
し
て

い
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
、
地
方
税
に
お
い
て
も
、

無
担
保
か
つ
延
滞
金
な
し
で
一
年
間
徴
収
を
猶
予
で
き

る
特
例
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
基
本
的
に
全

て
の
税
目
が
対
象
と
さ
れ
、
令
和
二
年
二
月
一
日
か
ら

一
年
以
内
に
納
期
限
が
到
来
す
る
地
方
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
方
税
法
に
基
づ
く
地
方
税
の

徴
収
猶
予
に
伴
い
生
じ
る
一
時
的
な
減
収
に
対
応
す
る

た
め
、
地
方
財
政
法
の
特
例
と
し
て
、
猶
予
相
当
額
に

つ
い
て
起
債
す
る
こ
と
が
で
き
る
猶
予
特
例
債
が
創
設

さ
れ
た
。
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猶
予
特
例
の
減
収
額
（
年
度
を
超
え
て
行
う
猶
予
に

伴
う
減
収
額
）
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
範
囲
内
で
、
地
方
債
を
起
こ

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
市
町
村
税
の
徴
収
猶
予
額
（
※

１
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
る
。

・
道
府
県
税
の
市
町
村
へ
の
税
交

付
に
係
る
猶
予
相
当
額

・
市
町
村
税
の
都
道
府
県
へ
の
税

交
付
金
に
係
る
猶
予
相
当
額

（
※
２
）

・
地
方
消
費
税
交
付
金
及
び
地
方

譲
与
税
に
係
る
猶
予
相
当
額

※
１

：

地
方
税
法
附
則
第
五
九
条

第
一
項
に
規
定
す
る
徴
収
猶
予
額

（
原
則
全
て
の
税
目
。
証
紙
徴
収

に
よ
る
地
方
税
を
除
く
。
）
な
お
、

市
町
村
が
徴
収
を
行
う
個
人
の
道

府
県
民
税
を
含
ま
な
い
。

※
２

：

市
町
村
た
ば
こ
税
都
道
府

県
交
付
金

　
起
債
対
象
額
の
算
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

可
能
な
限
り
簡
素
な
猶
予
額
の
把

握
方
法
と
す
る
こ
と
や
、
年
度
途

中
の
資
金
繰
り
の
観
点
か
ら
地
方

公
共
団
体
の
必
要
な
時
期
に
起
債

で
き
る
よ
う
配
慮
し
、
原
則
、
起
債
協
議
等
の
時
点
で

既
に
猶
予
を
行
っ
た
額
の
範
囲
内
で
起
債
で
き
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
自
ら
把
握
で
き

な
い
地
方
消
費
税
及
び
地
方
譲
与
税
（
特
別
法
人
事
業

譲
与
税
を
除
く
。
）
に
係
る
猶
予
相
当
額
に
つ
い
て
は
、

総
務
省
が
年
末
に
税
務
当
局
か
ら
地
方
消
費
税
及
び
国

税
に
係
る
猶
予
相
当
額
の
提
供
を
受
け
、
原
則
と
し
て

地
方
消
費
税
の
精
算
基
準
、
地
方
譲
与
税
の
譲
与
基
準

の
例
に
よ
り
各
都
道
府
県
・
市
町
村
の
年
間
猶
予
見
込

額
を
算
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

減
収
補
塡
債
の
公
的
資
金
の
確
保

　
地
方
税
の
大
幅
な
減
収
に
対
応
す
る
「
減
収
補
塡

債
」
に
つ
い
て
、
従
来
は
民
間
資
金
で
の
対
応
と
し
て

い
た
が
、
一
般
市
町
村
分
に
つ
い
て
は
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
資
金
を
極
力
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

公
営
企
業
に
お
け
る
特
別
減
収
対
策

企
業
債
の
発
行

　
公
営
企
業
で
生
じ
る
資
金
不
足
は
、
通
常
は
地
方
債

の
対
象
と
し
て
い
な
い
が
、
交
通
、
病
院
な
ど
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
減
収
に
よ
る

資
金
不
足
に
つ
い
て
は
、
特
例
的
に
地
方
債
（
特
別
減

収
対
策
企
業
債
）
を
発
行
で
き
る
こ
と
と
し
、
利
子
に

つ
い
て
特
別
交
付
税
措
置
（
償
還
利
子
の
１
／
２
の
額

を
一
般
会
計
か
ら
繰
出
し
、
そ
の
八
割
を
特
別
交
付
税

措
置
）
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

（図１：総務省自治財政局地方債課作成資料より）
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地
方
債
の
早
期
発
行
を
可
能
と
す
る

手
続
き
の
弾
力
化

　
地
方
債
の
総
務
省
へ
の
協
議
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
ま
で
は
、
原
則
、
年

二
回
（
一
次
協
議
、
二
次
協
議
）

の
同
意
等
協
議
の
機
会
を
設
け
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
年
度
内
の

資
金
繰
り
へ
の
対
応
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
の
資
金

ニ
ー
ズ
が
多
い
十
月
・
十
一
月
に

対
応
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
起
債
発

行
を
可
能
と
す
る
た
め
、
地
方
債

の
協
議
手
続
き
を
早
期
か
つ
柔
軟

に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
一
次
協
議
、
二

次
協
議
と
も
に
前
倒
し
し
、
そ
れ

ぞ
れ
七
月
、
二
月
に
同
意
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、

新
た
に
九
月
に
臨
時
協
議
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
九
月
臨

時
協
議
で
は
、
従
来
、
減
収
額
が

見
込
め
る
二
次
協
議
で
対
応
し
て

い
た
減
収
補
塡
債
等
に
つ
い
て
も

協
議
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

地
方
債
協
議
制
度
の
簡
素
化

　
地
方
債
協
議
制
度
に
つ
い
て
は
、
同
意
等
予
定
額
通

知
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
協
議
等
に
つ
い
て
、
同
意
・

許
可
を
行
う
簡
易
協
議
等
手
続
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
今
年
度
か
ら

同
意
等
予
定
額
通
知
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
例
年
で
あ
れ
ば
、
県
よ
り
同
意
等
予
定

額
通
知
を
発
出
し
た
後
に
起
債
協
議
書
等
を
提
出
し
て

い
た
が
、
見
直
し
に
伴
い
、
先
に
県
へ
協
議
を
行
う
流

れ
と
な
る
。

 

お
わ
り
に

　
令
和
二
年
度
の
起
債
運
営
を
始
め
と
し
た
地
方
公
共

団
体
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
例
年
と
は
異
な
る
団
体
が
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
と
ら
わ

れ
ず
、
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

〈
参
考
文
献
〉

・
地
方
財
政
　
二
〇
二
〇
・
七
月  

ぎ
ょ
う
せ
い

・
地
方
財
務
　
二
〇
二
〇
・
六
月  

地
方
財
務
協
会

・
地
方
債
　
二
〇
二
〇
・
六
月
　
地
方
債
協
会

・
市
町
村
へ
の
地
方
債
情
報
　
二
〇
二
〇
・
六
月
　
地

方
債
協
会

（図２：総務省自治財政局地方債課作成資料より）
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（図３：総務省自治財政局地方債課作成資料より）

（図４：総務省自治財政局地方債課作成資料より）
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は
じ
め
に

　
福
祉
、
学
校
教
育
、
消
防
、
道
路
や
河
川
等
の
社
会

基
盤
の
整
備
を
始
め
と
し
た
国
民
生
活
に
密
接
に
関
連

す
る
行
政
は
そ
の
多
く
が
地
方
公
共
団
体
の
手
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
地
方
財
政
は
国
の
財
政
と
並
ぶ
車
の
両

輪
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
全
国
に
約
一
、
七
〇
〇

存
在
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
総
体
で
あ
る
地
方

財
政
の
現
状
に
つ
い
て
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
多
く
は

財
政
力
の
弱
い
市
町
村
で
あ
る
。
地
方
財
政
の
財
源
不

足
は
、
地
方
税
収
等
の
落
込
み
や
減
税
等
に
よ
り
平
成

六
年
度
以
降
急
激
に
拡
大
し
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は

過
去
最
大
の
一
八
・
二
兆
円
に
達
し
た
。
令
和
二
年
度

は
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
地
方
税
収
入
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
も
の
の
、
通
常
収
支
に
か
か
る
財
源
不
足
は

四
・
五
兆
円
と
な
り
、依
然
と
し
て
大
幅
な
不
足
と
な
っ

て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
地
方
公
共
団
体
の
財
政
を
取
り
巻
く

状
況
は
厳
し
い
も
の
で
あ
る
一
方
、
今
後
も
、
地
方
分

権
改
革
の
推
進
や
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
介
護
・
医

療
・
子
育
て
支
援
な
ど
地
方
公
共
団
体
が
担
う
べ
き
役

割
に
即
し
た
地
方
財
源
の
確
保
が
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
地
方
団
体
の
毎
年
度
の
財
政
運
営
の
指
針

と
し
て
の
役
割
を
も
つ
、
地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
概

観
し
、
併
せ
て
徳
島
県
内
の
市
町
村
普
通
会
計
当
初
予

算
の
状
況
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
今
年
度
を
表
す
場
合
に

は
、
参
考
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
等
を
除
き
、

令
和
二
年
度
と
記
載
す
る
。

地方財政計画と市町村普通会計当初予算
の概要について

市町村課主事（企画財政担当）　岩　野　将　大

地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て

　
地
方
財
政
計
画
は
、
地
方
交
付
税
法
第
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
地
方
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の

見
込
額
に
関
す
る
書
類
で
あ
り
、
国
会
に
提
出
す
る
と

と
も
に
、
一
般
に
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
地
方
財
政
計
画
の
役
割
は
、（
１
）
国
家
財
政
・
国

民
経
済
等
と
の
整
合
性
の
確
保
、（
２
）
地
方
団
体
が

標
準
的
な
行
政
水
準
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
地
方
財
源

を
保
障
、（
３
）
地
方
団
体
の
毎
年
度
の
財
政
運
営
の

指
針
の
三
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
計
画
の
特
色
と
し
て
は
、
地
方
公

共
団
体
の
当
該
年
度
に
お
け
る
実
際
の
収
支
見
込
額
を

計
上
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
普
通
会
計
の

純
計
、
単
年
度
の
収
支
、
歳
出
は
性
質
別
分
類
、
決
算

と
は
異
な
る
と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
地
方
財

政
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
特
色
を
よ
く
理
解
し
た
う
え
で
、

読
み
解
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
国
の
予
算
編
成
作
業
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
地
方
財

政
計
画
の
作
成
を
並
行
し
て
進
め
、
そ
の
過
程
に
お
い

て
翌
年
度
の
地
方
財
政
収
支
が
見
込
ま
れ
、
両
者
を
突

き
合
わ
せ
て
財
源
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
均
衡
す
る
よ

う
に
財
源
対
策
（
地
方
財
政
対
策
）
が
行
わ
れ
る
。
具

体
的
に
は
、
地
方
債
の
増
発
や
地
方
交
付
税
の
増
額
の

財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
地
方
財

政
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
総
額
が
決
定
さ

れ
る
。

令
和
二
年
度
地
方
財
政
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

　
今
年
度
の
地
方
財
政
計
画
の
通
常
収
支
分
に
お
け
る

ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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（
１
）　
一
般
財
源
総
額
の
確
保

・
一
般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
前
年
度
を
〇
・
七
兆
円

上
回
る
六
三
・
四
兆
円
を
確
保

・
地
方
交
付
税
総
額
に
つ
い
て
前
年
度
を
〇
・
四
兆
円

上
回
る
一
六
・
六
兆
円
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
臨

時
財
政
対
策
債
を
前
年
度
か
ら
抑
制

（
２
）　
偏
在
是
正
財
源
を
活
用
し
た
歳
出
の
計
上

・
地
方
法
人
課
税
の
偏
在
是
正
措
置
に
よ
る
財
源
を
活

用
し
て
、
地
方
団
体
が
地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
に

向
け
た
幅
広
い
施
策
に
自
主
的
・
主
体
的
に
取
り
組

む
た
め
、
新
た
に
「
地
域
社
会
再
生
事
業
費
」
を

〇
・
四
兆
円
計
上

（
３
）　
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

・
地
方
団
体
が
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す
る
河
川
等
の

浚
渫
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
「
緊
急
浚
渫
推
進

事
業
費
」
を
〇
・
一
兆
円
計
上

・
災
害
防
止
・
国
土
保
全
機
能
強
化
な
ど
の
観
点
か
ら
、

森
林
整
備
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

金
融
機
構
の
公
庫
債
権
金
利
変
動
準
備
金
を
五
年
間

で
二
、
三
〇
〇
億
円
活
用
し
、
令
和
二
年
度
は
森
林

環
境
譲
与
税
を
四
〇
〇
億
円
確
保
（
前
年
度
の
二
〇

〇
億
円
か
ら
倍
増
）
す
る
と
と
も
に
、
特
別
会
計
借

入
金
を
二
〇
〇
億
円
償
還

・
都
道
府
県
等
が
技
術
職
員
の
増
員
を
図
り
、
技
術
職

員
不
足
の
市
町
村
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模

災
害
時
の
中
長
期
派
遣
要
員
を
確
保
す
る
た
め
の
経

費
に
対
し
て
地
方
財
政
措
置

（
４
）　
地
方
財
政
の
健
全
化

・
臨
時
財
政
対
策
債
を
、
前
年
度
か
ら
〇
・
一
兆
円
抑

制
（
①
三
・
三
兆
円
→
②
三
・
一
兆
円
）
す
る
と
と

も
に
、
令
和
二
年
度
末
残
高
見
込
み
は
〇
・
五
兆
円

縮
減
（
①
五
三
・
八
兆
円
→
②
五
三
・
三
兆
円
）

令
和
二
年
度
市
町
村
普
通
会
計
当
初

予
算
に
つ
い
て

①
概
況
と
ポ
イ
ン
ト

　
徳
島
県
内
市
町
村
の
令
和
二
年
度
当
初
予
算
の
規
模

は
、
三
、
六
四
二
億
九
百
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
二
七
億
六
六
百
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

三
年
ぶ
り
の
減
で
あ
っ
た
。
前
年
度
か
ら
の
伸
び
率
は

△
〇
・
八
％
で
あ
り
、
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
通
常

収
支
分
の
伸
び
率
で
あ
る
一
・
三
％
を
二
・
一
ポ
イ
ン

ト
下
回
っ
て
い
る
。
団
体
別
に
見
る
と
、
前
年
度
か
ら

増
加
し
た
の
は
十
二
団
体
、
減
少
し
た
の
は
十
二
団
体

と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
県
内
市
町
村
の
当
初
予
算
の
規
模
に
つ
い
て

は
【
資
料
１
】
の
内
容
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
る
。

市町村普通会計当初予算の規模
（単位：千円）

団体名
令和２年度

Ａ
令和元年度

Ｂ
増減率（％）

（A/B-1）
備考

徳 島 市 101,755,770 100,627,041 1.1 （注）

鳴 門 市 24,645,700 24,225,679 1.7

小 松 島 市 16,179,530 17,148,064 △ 5.6

阿 南 市 31,896,243 32,781,062 △ 2.7

吉 野 川 市 20,294,000 23,455,900 △ 13.5

阿 波 市 19,247,123 21,243,761 △ 9.4

美 馬 市 19,232,844 19,431,848 △ 1.0 （注）

三 好 市 25,596,961 24,807,193 3.2

勝 浦 町 4,313,591 3,841,919 12.3

上 勝 町 2,941,701 3,006,921 △ 2.2

佐 那 河 内 村 3,593,000 3,530,000 1.8

石 井 町 10,318,965 8,673,884 19.0

神 山 町 5,554,000 4,457,000 24.6

那 賀 町 9,731,800 11,735,000 △ 17.1

牟 岐 町 2,790,004 3,184,701 △ 12.4

美 波 町 6,451,480 6,820,920 △ 5.4

海 陽 町 6,837,749 7,070,849 △ 3.3

松 茂 町 7,286,577 6,194,480 17.6

北 島 町 7,820,000 7,146,000 9.4

藍 住 町 11,200,000 11,000,000 1.8

板 野 町 5,850,962 6,771,369 △ 13.6

上 板 町 4,972,551 4,722,935 5.3

つ る ぎ 町 7,611,002 7,673,002 △ 0.8

東 み よ し 町 8,087,335 7,425,039 8.9

市　　計 258,848,171 263,720,548 △ 1.8

町 村 計 105,360,717 103,254,019 2.0

市町村計 364,208,888 366,974,567 △ 0.8

（注）令和２年度当初予算を骨格予算とした団体については、通年予算編成後の
額に置き直している。

【資料１】
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②
歳
入
の
状
況

　
自
主
財
源
の
根
幹
で
あ
る
市
町
村
税
は
、
法
人
住
民

税
の
減
収
見
込
み
が
主
な
要
因
と
な
り
、
九
八
四
億
八

六
百
万
円
と
対
前
年
度
比
〇
・
八
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
二
七
・
〇
％

と
、
前
年
度
と
同
じ
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
方
行
政
の
計
画
的
な
運
営
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、

地
方
団
体
間
の
財
源
の
均
衡
化
の
機
能
を
持
つ
地
方
交

付
税
は
、
国
の
総
額
が
四
、
〇
七
三
億
円
の
増
（
二
・

五
％
）
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
前
年
度
に
比
べ
て
一

六
億
三
百
万
円
（
二
・
〇
％
）
増
加
し
て
お
り
、
歳
入

全
体
に
占
め
る
割
合
は
二
二
・
七
％
と
、
前
年
度
よ
り

〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
地

方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
実
質
的
な

地
方
交
付
税
総
額
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
四
億
七
五

百
万
円
（
△
四
・
九
％
）
減
少
し
て
い
る
が
、
総
額
で

は
一
一
億
二
八
百
万
円
（
一
・
二
％
）
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
他
の
科
目
で
は
、
国
庫
支
出
金
は
、
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
五
億
九
四
百

万
円
（
△
一
・
一
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
臨
時

財
政
対
策
債
を
除
く
地
方
債
は
、
合
併
特
例
債
の
減
少

な
ど
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
一
〇
億
二
〇
百
万
円（
△

三
・
六
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

③
歳
出
の
状
況

　
歳
出
の
う
ち
、
そ
の
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

任
意
に
節
減
で
き
な
い
経
費
で
あ
る
義
務
的
経
費
に
つ

い
て
は
、
元
利
償
還
金
の
減
少
に
よ
る
公
債
費
が
減

少
（
△
〇
・
八
％
）
す
る
一
方
で
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
開
始
な
ど
に
伴
う
人
件
費
の
増
加
（
一
四
・

八
％
）、
子
育
て
や
介
護
に
対
す
る
給
付
費
な
ど
扶
助

 市町村普通会計当初予算　【歳入歳出項目別比較表】
（市町村計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分

歳　　　　入

区　　　分

歳　　　　出【性質別】

令和２年度
当初予算額

Ａ

構成比
（％）

令和元年度
当初予算額

Ｂ

構成比
（％）

伸び率
A/B-1
（％）

令和２年度
当初予算額

Ａ

構成比
（％）

令和元年度
当初予算額

Ｂ

構成比
（％）

伸び率
A/B-1
（％）

 １ 市町村税 98,486 27.0 99,261 27.0 △ 0.8  １ 人件費 74,034 20.3 64,499 17.6 14.8

 ２ 分担金・負担金 2,007 0.6 2,219 0.6 △ 9.6 　⑴ 議員・委員等報酬特別職給与 6,473 1.8 5,830 1.6 11.0

 ３ 使用料・手数料 5,638 1.5 6,245 1.7 △ 9.7 　⑵ 職員給 46,869 12.9 43,393 11.8 8.0

 ４ 財産収入 862 0.2 686 0.2 25.7 　⑶ その他 20,692 5.7 15,278 4.2 35.4

 ５ 寄附金 1,126 0.3 942 0.3 19.5  ２ 扶助費 75,541 20.7 75,097 20.5 0.6

 ６ 繰入金 26,561 7.3 28,455 7.8 △ 6.7  ３ 公債費 38,853 10.7 39,170 10.7 △ 0.8

 ７ 繰越金 2,142 0.6 2,113 0.6 1.4 義務的経費計 (1-3) 188,428 51.7 178,766 48.7 5.4

 ８ 諸収入 7,042 1.9 8,126 2.2 △ 13.3

自主財源計  (1-8) 143,864 39.5 148,047 40.3 △ 2.8  ４ 普通建設事業費 41,112 11.3 46,797 12.8 △ 12.1

　⑴ 補助事業費 16,069 4.4 19,423 5.3 △ 17.3

 ９ 地方譲与税 3,562 1.0 3,326 0.9 7.1 　⑵ 単独事業費 25,043 6.9 27,374 7.5 △ 8.5

10 ゴルフ場利用税交付金 151 0.0 155 0.0 △ 2.6  ５ 災害復旧事業費 1,699 0.5 2,733 0.7 △ 37.8

11 特別地方消費税交付金 0 0.0 0 0.0 −  ６ 失業対策事業費 0 0.0 0 0.0 −

12 利子割交付金 77 0.0 196 0.1 △ 60.7 投資的経費計 (4-6) 42,811 11.8 49,530 13.5 △ 13.6

13 配当割交付金 604 0.2 640 0.2 △ 5.6

14 株式等譲渡所得割交付金 364 0.1 644 0.2 △ 43.5  ７ 物件費 49,477 13.6 56,156 15.3 △ 11.9

15 環境性能割交付金 258 0.1 414 0.1 △ 37.7  ８ 維持補修費 3,576 1.0 3,731 1.0 △ 4.2

16 地方特例交付金 402 0.1 1,497 0.4 △ 73.1  ９ 補助費等 35,248 9.7 31,504 8.6 11.9

17 法人事業税交付金 745 0.2 − − 皆増 10 積立金 1,509 0.4 2,107 0.6 △ 28.4

18 地方交付税 82,507 22.7 80,904 22.0 2.0 11 投資及び出資金貸付金 3,546 1.0 3,377 0.9 5.0

　⑴ 普通交付税 75,970 20.9 74,570 20.3 1.9 12 繰出金 38,972 10.7 41,132 11.2 △ 5.3

　⑵ 特別交付税 6,537 1.8 6,334 1.7 3.2 13 前年度繰上充用金 159 0.0 207 0.1 △ 23.2

19 交通安全対策特別交付金 114 0.0 131 0.0 △ 13.0 14 予備費 483 0.1 465 0.1 3.9

20 国有提供施設等所在市町村助成交付金 235 0.1 237 0.1 △ 0.8 その他経費計 (7-14) 132,970 36.5 138,679 37.8 △ 4.1

21 地方消費税交付金 15,444 4.2 12,822 3.5 20.4

22 国庫支出金 51,760 14.2 52,354 14.3 △ 1.1

23 県支出金 27,309 7.5 27,300 7.4 0.0

24 地方債 36,813 10.1 38,308 10.4 △ 3.9

うち臨時財政対策債 9,155 2.5 9,630 2.6 △ 4.9

依存財源計 (9-24) 220,345 60.5 218,928 59.7 0.6

合　　　計 364,209 100.0 366,975 100.0 △ 0.8 合　　　計 364,209 100.0 366,975 100.0 △ 0.8

（注１）表示単位未満を端数処理しているため、計・構成比が一致しないことがある。 
（注２）当初予算額は、通年ベースの額に置き直している。 
（注３）予算額には借換債に係る歳入歳出額を含めていない。 
（注４）自動車取得税交付金は、環境性能割交付金に合算して集計している。 

【資料２】
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費
の
増
加
（
〇
・
六
％
）
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
九

六
億
六
二
百
万
円
の
増
加
（
五
・
四
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、
施
設

等
が
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ

る
経
費
で
あ
る
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設

事
業
費
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
施
設
や
高
齢
者
福
祉

施
設
な
ど
の
整
備
の
進
捗
に
よ
り
補
助
事
業
費
が
減
少

（
△
一
七
・
三
％
）
す
る
と
と
も
に
、
庁
舎
や
交
流
拠

点
施
設
、
防
災
施
設
な
ど
の
整
備
の
進
捗
に
伴
い
単
独

事
業
費
も
減
少
（
△
八
・
五
％
）
し
た
結
果
、
前
年
度

に
比
べ
六
七
億
一
九
百
万
円
の
減
少
（
△
一
三
・
六
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
開
始
に
伴
い
歳
出
区
分
が
人
件
費
に
変
更
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
物
件
費
の
減
少
（
△
一
一
・
九
％
）、

公
共
施
設
の
修
繕
対
応
の
進
捗
に
よ
る
維
持
補
修
費

の
減
少
（
△
四
・
二
％
）、
繰
出
金
の
減
少
（
△
五
・

三
％
）
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
五
七
億
九
百

万
円
の
減
少
（
△
四
・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
地
方
財
政
計
画
の
概
要
と
徳
島
県
内
市
町

村
の
令
和
二
年
度
普
通
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
触
れ

て
き
た
。
内
容
を
振
り
返
る
と
、
本
県
市
町
村
の
令
和

二
年
度
当
初
予
算
は
、
大
型
の
普
通
建
設
事
業
の
終
了

な
ど
に
よ
り
総
額
で
は
前
年
度
か
ら
減
少
し
た
も
の
の
、

引
き
続
き
地
方
創
生
の
推
進
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
や

子
育
て
環
境
の
充
実
、
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
む
も
の
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
市
町
村
財

政
は
、
社
会
保
障
施
策
に
要
す
る
経
費
の
増
加
に
伴
い
、

扶
助
費
が
増
加
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
三
年
度
の
地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て
も

八
月
の
仮
算
定
、
年
末
の
地
方
財
政
対
策
の
決
定
を
経

て
、
例
年
で
あ
れ
ば
一
月
に
は
国
会
に
提
出
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
地
方
財
政
計
画
に
は
、
市
町
村
財
政
を
適

切
に
運
営
し
て
い
く
う
え
で
重
要
と
な
る
様
々
な
内
容

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、
国
の
地
方
財
政
対
策
の
動

向
を
十
分
注
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
地
方

財
政
対
策
の
充
実
と
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改
革
へ

の
取
組
に
よ
っ
て
、
財
政
構
造
の
弾
力
化
を
一
層
推
進

し
、「
人
口
減
少
」「
災
害
列
島
」
な
ど
、
直
面
す
る
行

政
課
題
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

参
考
資
料

・
令
和
二
年
度
地
方
交
付
税
の
あ
ら
ま
し
（
一
般
財
団

法
人
地
方
財
務
協
会
）

・
令
和
二
年
度
地
方
財
政
計
画
の
ポ
イ
ン
ト
（
総
務
省

自
治
財
政
局
）

 市町村普通会計当初予算　【目的別歳出比較表】
（市町村計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区分

令和２年度当初予算額 令和元年度当初予算額
伸び率

A/B-1（％）
総　　額 総　　額

Ａ 構成比 Ｂ 構成比

議 会 費 3,176 0.9 3,180 0.9 △ 0.1

総 務 費 43,945 12.1 46,327 12.6 △ 5.1

民 生 費 138,514 38.0 136,554 37.2 1.4

衛 生 費 34,868 9.6 34,634 9.4 0.7

労 働 費 146 0.0 149 0.0 △ 2.0

農 林 水 産 業 費 11,878 3.3 12,204 3.3 △ 2.7

商 工 費 5,308 1.5 6,391 1.7 △ 16.9

土 木 費 33,749 9.3 38,295 10.4 △ 11.9

消 防 費 14,843 4.1 13,562 3.7 9.4

教 育 費 36,041 9.9 32,541 8.9 10.8

災 害 復 旧 費 1,704 0.5 2,733 0.7 △ 37.7

公 債 費 38,853 10.7 39,170 10.7 △ 0.8

諸 支 出 金 542 0.1 563 0.2 △ 3.7

繰 上 充 用 金 159 0.0 207 0.1 △ 23.2

予 備 費 483 0.1 465 0.1 3.9

合 計 364,209 100.0 366,975 100.0 △ 0.8

（注１）端数処理の関係上、計・構成比が一致しないことがある。

（注２）当初予算額は、通年ベースの額に置き直している。

【資料３】
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マイナポイント事業と
県版プレミアムポイント事業について

Society5.0 推進課主事（情報企画担当）　中　川　健　人

　
第
七
回
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
（
令
和

二
年
六
月
五
日
）
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
の
促
進
に

つ
い
て
」
や
、
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１

９
」、令
和
元
年
十
二
月
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
安

は
じ
め
に

　
近
年
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）、
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ
た
社
会
の
在

り
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
新
た
な
技
術
が
進
展
し
て
お
り
、

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
、
地
方
の
過
疎
化
、
貧
富
の

格
差
な
ど
の
課
題
先
進
国
と
し
て
、

こ
れ
ら
先
端
技
術
を
あ
ら
ゆ
る
産
業

や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
、
経
済
発

展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
し

て
い
く
新
た
な
社
会
で
あ
るSociety 

5
.0

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　Society5
.0

時
代
に
は
流
通
・
交

通
・
個
人
の
健
康
状
況
な
ど
様
々
な

情
報
が
デ
ー
タ
化
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
つ
な
げ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
本
人
確
認
に
お
い
て
も

電
子
的
な
ツ
ー
ル
が
求
め
ら
れ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
も
利
用
者
の
証
明
が

可
能
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
必

要
性
は
よ
り
増
し
て
い
く
も
の
と
い

え
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
さ

せ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
メ
リ
ッ

ト
を
よ
り
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
デ

ジ
タ
ル
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の
利

便
性
向
上
・
運
用
効
率
化
等
に
向
け

て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
活
用
シ
ー

ン
を
拡
大
、
保
有
メ
リ
ッ
ト
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。



43　2020.12 AWA no JICHI No.97

Business corner

心
と
成
長
の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対
策
」
に
お
い
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
で

あ
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
や
、
令
和
三
年
三
月

か
ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の

仕
組
み
」
を
本
格
運
用
す
る
こ
と
、
令
和
五
年
三
月
に

は
概
ね
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
保
険
証
利
用
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
保

有
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
本
年
度
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
シ
ー
ン

が
大
き
く
変
わ
る
年
で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
中
で
も
九

月
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
と
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
県
独
自
で
更
に
上
乗
せ
を
行
う

「
徳
島
県
版
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
に
つ
い
て

紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
っ
て
予
約
・
申
込
を
行
い
、選
ん
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
（
前
払
い
）
や
買
い

物
を
す
る
と
、そ
の
サ
ー
ビ
ス
で
、利
用
金
額
の
二
五
％

分
の
ポ
イ
ン
ト
（
一
人
あ
た
り
五
千
円
分
が
上
限
）
が

付
与
さ
れ
る
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
消

費
活
性
化
策
の
こ
と
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
①
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴

う
需
要
変
動
の
平
準
化
策
と
し
て
消
費
の
活
性
化
を
図

る
と
同
時
に
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、

③
官
民
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
基
盤
の
構
築
と
い
う
三

つ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
内
容

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
消
費
の
活
性
化

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
二
万
円
の
チ
ャ
ー
ジ
又

は
買
い
物
を
す
る
と
、
五
千
円
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ

れ
る
も
の
で
、
こ
の
五
千
円
の
ポ
イ
ン
ト
分
を
国
費
で

補
助
し
、
合
わ
せ
て
二
万
五
千
円
の
消
費
に
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
昨
年
十
月
に
消
費
税
率
が

一
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
所
得
の

少
な
い
方
、
小
さ
な
乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
世
帯
向
け

の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

に
対
す
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
」
と
い
う
二
つ
の
消
費

活
性
化
策
が
展
開
さ
れ
た
。
令
和
二
年
六
月
末
ま
で
続

い
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
の
終
了
後
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
は
第
三
の
消
費
活
性
化
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う
需
要
変
動
の
平
準
化
の

役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に

よ
る
消
費
活
性
化
策
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
第
五
回
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
閣
僚
会
議
（
令
和

元
年
九
月
三
日
）
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
等
に
関
す
る
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
取
組
方
針
等
」
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
枚
数
に
つ
い
て
は
、
健
康
保
険
利
用
の
運
用
が
開
始

さ
れ
る
令
和
三
年
三
月
末
時
点
で
六
～
七
千
万
枚
、
令

和
五
年
三
月
末
に
は
ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
カ
ー
ド
を
所

有
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
平
成
二
十
八
年
一
月
か
ら

交
付
が
始
ま
り
、
令
和
二
年
八
月
末
現
在
で
は
全
国
で

約
二
、
四
六
四
万
人
に
交
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は

人
口
比
に
す
る
と
約
一
九
・
四
％
で
あ
る
。
徳
島
県
に

お
い
て
は
約
一
二
万
人
に
交
付
さ
れ
、
人
口
比
に
し
て

約
一
六
・
五
％
と
全
国
水
準
を
下
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
後
述
す
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る
消
費
活

性
化
策
に
絡
め
た
県
独
自
の
上
乗
せ
事
業
「
徳
島
県
版

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
な
ど
で
更
な
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

③
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
基
盤
構
築

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
受
け
、
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
の
増
加
や
、
実
店
舗
で
も
現
金
の
手
渡

し
と
い
う
従
業
員
と
顧
客
の
接
触
機
会
を
低
減
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
非
接
触
型
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
協
議
会
が
ま
と
め
た

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ 

２
０
２
０
」
に

よ
る
と
、
二
〇
一
七
年
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率

の
国
際
比
較
に
お
い
て
、
日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
比
率
は 

二
一
・
四
％
で
あ
り
、
韓
国
（
九
七
・
七
％
）、

カ
ナ
ダ
（
六
二
・
一
％
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア(

五
九
・

九
％
）、
ア
メ
リ
カ
（
四
五
・
五
％
）
な
ど
と
比
べ
る

と
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

社
会
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
国
や
業
界
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
そ
の
取
組
の
一
つ
と
し

て
、
民
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
基
盤
を
活
用
し
、

さ
ら
な
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡
大
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
た
め

構
築
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
を
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
へ
も

拡
張
す
る
と
い
っ
た
検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
込
に
つ
い
て
は
、
自
宅

等
で
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
端
末
等
の
機
器

や
ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
等
一
定
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
四
、
〇
〇
〇
万
人
と
い
う
多
数

の
国
民
に
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
国
が
想
定
す
る
支
援
取
組
は
次
の
と
お
り
。

（
１
）　
国
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予

約
・
申
込
支
援
の
取
組

①
民
間
事
業
者
へ
の
委
託
事
業
（
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
込
支
援
用
端

末
の
常
設
設
置
）

②
全
国
各
地
で
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
（
※
十
月
以
降
に
延
期
。
状
況
を

見
つ
つ
実
施
。）

・
開
催
場
所
の
所
在
自
治
体
に
対
し
、

広
報
協
力
や
可
能
な
範
囲
で
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受
付

ブ
ー
ス
の
設
置
等
の
協
力
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
る
と
の
こ
と
。

（
２
）　
自
治
体
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
予
約
・
申
込
支
援
の
取
組

①
新
規
に
交
付
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
数
の
概
ね
五
〇
％
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予

約
・
申
込
支
援
体
制
を
整
え
る
こ
と

を
想
定
し
た
、
支
援
計
画
を
策
定

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
か
ら
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
込
ま
で
を

一
連
の
流
れ
で
行
え
る
よ
う
支
援
体

制
を
整
備

（
３
）　
登
録
決
済
事
業
者
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予

約
・
申
込
支
援
の
取
組

①
自
社
ア
プ
リ
内
で
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
込

支
援

②
店
舗
独
自
で
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
予
約
・
申
込
支
援

（
自
社
サ
ー
ビ
ス
誘
導
等
）

徳
島
県
版
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業

に
つ
い
て

　
徳
島
県
版
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
県
内
で

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
一
層
促
進
す
る
と

と
も
に
、
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
け
る
「
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
フ
の
実
践
」
と
「
県
内
経
済
の
活
性
化
」
を
図

る
た
め
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
呼
応
し
、
徳
島
県

独
自
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
乗
せ
付
与
す
る
取
組
で
あ
る
。

　
令
和
二
年
度
六
月
補
正
予
算
と

し
て
七
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
が
計

上
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
の
防
止
及
び
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
地
域
経

済
や
住
民
生
活
の
支
援
を
通
じ
た

地
方
創
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ
い

て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、
各

決
済
事
業
者
と
提
携
し
て
、
独
自

に
ポ
イ
ン
ト
を
上
乗
せ
す
る
な
ど

の
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
県
版
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
事
業
は
そ
の
仕
組
み
を
活
用

し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
徳
島
県
版
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
に
対
応
し
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス

で「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
」

を
行
い
、
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ

プレミアム率 ポイント上限

マイナポイント事業 前払い額又は利用額の25％ 最大5,000円分

県版プレミアムポイント事業 前払い額又は利用額の30％ 最大3,000円分
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ス
で
徳
島
県
内
の
対
象
店
舗
で
購
入
等
す
る
こ
と
で
最

大
三
、
〇
〇
〇
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
県
独
自
に
上
乗

せ
し
て
付
与
さ
れ
る
。
最
大
で
五
、
〇
〇
〇
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
併
せ

て
八
、
〇
〇
〇
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　
当
事
業
も
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
新
聞
、
チ
ラ
シ

等
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
と
も
に
次
第
に
認
識
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後
も
広
報
活
動
を
続
け
、

よ
り
多
く
の
県
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
今
後

さ
ら
な
る
県
内
消
費
の
活
性
化
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

の
推
進
、
そ
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
令
和
三
年
三
月
か
ら
は
「
健
康
保
険

証
と
し
て
の
利
用
」
が
始
ま
る
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
シ
ー

ン
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
拡
大
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
生
活
の
利
便
性
向
上

に
つ
な
が
る
今
後
の
新
し
い
利
活
用

シ
ー
ン
に
注
目
し
つ
つ
、
取
得
環
境
の

整
備
に
向
け
た
取
組
に
も
国
・
県
・
市

町
村
が
一
体
と
な
っ
て
連
携
し
、
カ
ー

ド
普
及
を
よ
り
円
滑
に
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

 

〔参考〕徳島県版プレミアムポイント事業広報リーフレット



あなたの自慢の写真を『阿波の自治』に掲載

します。徳島県内の景勝、史跡等、徳島に関

するものならテーマは問いません。

まちおこしや、むらおこしに関するあなた

の体験を手記や論文にまとめてみませんか？

詳しくは編集部までお問い合わせください。

『阿波の自治』の読者の皆さんに紹介したい

情報はありませんか？あなたのとっておきの

ニュースをお待ちしております。

「こんな特集を組んで欲しい！」「こんな情

報を知りたい！」「こんな記事にもの申す！」

など『阿波の自治』へのご意見、ご要望もお

寄せください。

阿波の自治より募集のお知らせ

写真

情報

原稿

ご意見

こちら編集部

　今年は、コロナに始まりコロナに終わった１年でした。東京オリンピック、阿波踊り、各種イ

ベント、大会、会議の中止や延期など、公私共に影響を受けた方々も多いと思われます。街行く

人もマスクを着用し、ソーシャルディスタンス、Go To トラベル、Go To Eat 等、耳慣れない言

葉が行き来し、おそらくは、今年の流行語にもコロナ関連のフレーズが選ばれることでしょう。

　先日、農作業の帰りに田舎の農協に肥料を買いに行った際、「マスクを着用してください。」と冷

たい機械音声が流れてきました。コロナがこんな田舎までやってきたかと実感した一コマでした。

　私事ではございますが、昨年のクリスマスにサンタさんが初孫を届けてくれました。今年も内

孫を届けてくれる予定です。初孫の成長は早く、ずいぶん大きくなり元気にはい回っております。

反面、ジイジは老眼が進み、白髪も増え、体力も衰え、老いを実感する今日この頃です。　

　迎える令和３年は、60の年男です。真っ赤なチャンチャンコを着て最後のご奉公に勤めたい

と思っております。

　令和３年が皆様方にとって良い１年になりますように。

Ｍ

　スマホの連絡先を数えてみた。1,062件あった。こんなにあると思わなかった。携帯を

持ったのはかなり早い方だと思う。工事現場回りが多くて、必要に迫られてのことだった。

連絡先はほんの数件だったはずだ。

　NTT-MOVA初号機には、エノキ茸みたいなアンテナがついていた。街のあちこちで「ポ

ケベルが鳴らなくて」（1993）困っていた頃だ。

　何度か連絡先を整理しようとしたが、日記を読み返しているようで遅々として進まない。

きっと、増えることはありがたいことなのだ。

　ところで、宝くじを初めてネット購入してみた。簡単すぎる。ネット通販並みだ。できれ

ば、当選金も毎回振り込んでいただけると有難いのだが。

Ｋ
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宝くじのイメージキャラクター「クーちゃん」です。

みなさ～ん

宝くじは徳島県内で

買ってね。

なぜ県内で買って欲しいのかって？それは、徳島県内で売られた宝

くじの収益金は、徳島県の収入になるからだよ。そうしたお金が道

路や橋、学校、公園の整備など県内の公共事業に使われているから

さ。みんなの豊かな生活のためにたいへん役立っているのです。
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